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こんな時に…！

axetimes Reportなら

axetimes Report

Features

市場解像度を高められる

体系的な理解を得られる

自分で調べず時間を買える

第三者評価・見解が得られる

見えていない気づきが得られる

自分では調べられない情報が得られる

axetimes Report の特徴

事業計画を策定するとき

市場規模・予測を把握したいとき

新たな取り組みを始めるとき

どんな会社がいるのかを知りたいとき

土地勘のない市場を把握したいとき

シーズを探索するとき
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フィジカルAIの技術・市場・政策＆グローバル事例調査 2026年版［No.1 総括・政策・基盤編］ NEW

フィジカルAIの技術・市場・政策＆グローバル事例調査 2026年版［No.2 ハードウェア編］ NEW

フィジカルAIの技術・市場・政策＆グローバル事例調査 2026年版［Excelデータセット｜グローバル事例リスティング｜709事例］ NEW

[イスラエル版] 脱炭素スタートアップ事例 及び 次世代技術トレンド徹底調査 2024年版

[欧州版] 脱炭素スタートアップ事例 及び 次世代技術トレンド徹底調査 2024年版 

脱炭素関連国内注目スタートアップ110社の事業動向・技術キーワード調査

脱炭素を推進する米国スタートアップ391社 及び 次世代技術トレンド徹底調査

新規事業開発の進め方ポイント・成功プロセスを評価するアンケート調査 2022

個別レポート紹介 目次（1/3） PDF画面で「クリック」できます

未来の巨大企業を見つけるシーズ探索イノベーション・スタートアップ関連
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個別レポート紹介 目次（2/3）

次世代発電＆エネルギー貯蔵のシーズ技術・市場総覧 2026年版［No.2 比較・分析編］NEW

次世代発電＆エネルギー貯蔵のシーズ技術・市場総覧 2026年版［No.1 技術・市場編］NEW

DAC・DOC＆微細藻類市場の国内・グローバル将来展望 2025年 NEW

核融合発電技術の研究開発 及び 実用化・市場性の将来展望 2025年版 NEW

次世代バイオものづくり企業の技術開発・事業計画 及び 事例集計分析 2025年版［No.3 集計分析編］NEW

次世代バイオものづくり企業の技術開発・事業計画 及び 事例集計分析 2025年版［No.2 企業編｜日本・中国・韓国・台湾・他］NEW

次世代バイオものづくり企業の技術開発・事業計画 及び 事例集計分析 2025年版［No.1 企業編｜米国・欧州］NEW

次世代バイオものづくり産業の技術・市場・政策分析 及び 事業戦略立案支援調査 2025年版［市場・政策分析編］NEW

グリーン水素の製造計画・コスト分析 及び 国内・グローバル市場の展望 2025年版

[米国・欧州版] バイオものづくりスタートアップ事例 及び 技術開発・資金調達総覧 2024年版

次世代バイオものづくり産業の技術・市場・政策分析及び事業戦略立案支援調査 2024年版

CO2回収技術およびCCS市場の将来展望 2023年版

CO2ケミカル・燃料化技術の最前線と戦略・市場の将来展望 2023年版 

海外の水素関連政策から読み解くグローバル水素市場の展望と日本の位置付け 

水素エネルギー陣営・政府の戦略と市場の最前線 

戸建住宅の設備・エネルギー及び太陽光発電・蓄電池の利用実態に関する調査
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最前線の事例から競争力を高める戦略を構築する脱炭素・資源循環関連B

PDF画面で「クリック」できます
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国の政策から大きなマーケットを見つける国策・規制ビジネス関連

C-1

C-2

C-3

C-4 

C-5

C-6

C-7

C-8

C-9

C-10

住生活・ライフスタイル関連 社会の課題からイノベーションの種を見つける

D-1

D-2

D-3

D-4 

デジタルプロダクトパスポートのグローバル政策・業界対応・市場動向に関する調査 2025年版 NEW

グリーンウォッシュ禁止指令 地域規制・業界事例・市場動向に関する調査 2024年版

デジタルプロダクトパスポートのグローバル政策・業界対応・市場動向に関する調査 2023年版

[イギリス版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

[ドイツ版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

[インド版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

[中国版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

[欧州版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

[米国版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

脱炭素の仕組み「クレジット・電力証書・ラベリング・イニシアチブ」に関する調査

分譲マンションの居住実態・管理課題・関連サービス等に関するアンケート調査

住生活支援サービス利用者の生活動態アンケート調査

生活動態に関するエリア別アンケート調査［報告書版]

分譲マンションの新築着工戸数フローおよびストックの現状分析と将来予測

C

D

PDF画面で「クリック」できます
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License

「企業ライセンス版」が標準推奨となります。事業所内に利用者を限定できる場合のみ「事業所ライセンス版」をご選択ください。

「事業所ライセンス版」をお求めの際は、お申し込み時のご住所でご利用ください（ライセンス権の移転はできません。ただし、事業所の拠点自体が移転した場合は移転先）。

なお、購入部門と利用事業所が異なる場合、お申し込みの際に通信欄にてお知らせください。

「グループライセンス版」のグループ企業には、議決権66.7%以上の資本が入る国内外の子会社、議決権66.7％以上の資本を受ける親会社を含みます。実際の共有範囲につき

ましては、お申し込み時の企業にて管理できる範囲でご利用ください。お申し込みの際に共有されるグループ企業をお知らせください。なお、共有範囲の違反が判明してからの

追加はご遠慮しており、共有範囲に変更が生じる際は事前にご相談ください。

子会社：直接子会社のみが含まれ、孫会社（子会社の子会社）は含まれません。

親会社：直接の親会社のみが含まれ、祖父会社（親会社の親会社）は含まれません。

注. 企業ユニットが異なるカンパニー制の企業グループで共有される場合、グループライセンス版をご選択ください。

ライセンス版について
ライセンスごとの適用範囲

事業所ライセンス版

調査報告書をご購入した事業所内

のPC環境でご利用ください。

企業ライセンス版
(標準)

調査報告書を企業内ネットワーク

で共有してご利用できます。

グループライセンス版

調査報告書をグループ企業を含む

企業内ネットワークで共有してご

利用できます。

［ライセンスの取り扱いにつきまして］
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17. 業態別の技術開発への関与度［16業態］

18. 技術別の技術課題と課題レベル［A・B・C：20技術］

19. 技術開発を担う企業群・大学・研究機関の位置付け

  (1)主な役割と開発領域

  (2)米国ビッグテック

（Google・Amazon.com・Meta Platforms・Apple・

Microsoft Corporation・NVIDIA・Tesla）

  (3)中国ビッグテック

（Alibaba Group・Baidu・Huawei・Tencent Holdings）

  (4)AI・ソフトウェア企業

  (5)ロボット・ハードウェアメーカー

  (6)大学・研究機関

20. 技術別参入企業特徴［A・B・C：20技術］

21. 主要国・地域の政策比較（日本・米国・欧州・中国）

22. 日本のフィジカルAI政策

  (1)政策の全体像

  (2)政策概要（戦略・ロードマップ・関連施策）

  (3)技術開発・研究プログラム

23. グローバル政策動向

  (1)米国

  (2)欧州

  (3)中国

  (4)その他

（カナダ・韓国・シンガポール・オーストラリア・インド・イスラエル）

A-1（1/3）

インタビュー調査を含む一次情報と体系的な公開情報調査で市場活動を可視化

個別技術ごとの「市場規模・将来予測・シェア・用途等」の市場環境を理解

技術開発709事例を収録したExcelデータセットで網羅的な取り組みを確認

関連業種：AI開発・IT開発・製造・通信・電力・ガス・物流・小売・建設など

製造業の場合：ロボット・電機・自動車・制御機器・機械部品・半導体など

経営企画部・事業企画部・新規事業部・研究開発部／研究者／技術者の方々

商品概要

発刊日:2026年7月21日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:No.1 総括・政策・基盤編

 PDF_Slide16:9_85pages

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

フィジカルAIの技術・市場・政策＆グローバル事例調査 2026年版 [No.1 総括・政策・基盤編]

Ⅰ. 総括・政策編

01. フィジカルAI市場の現状と市場予測

02. フィジカルAI市場規模推移（金額｜2025年～2030年｜2035年｜2040年｜世界・日本）

03. フィジカルAI市場の構造図解（フィジカルAI基盤・ハードウェア・主要用途）

04. 市場形成を支える要素と産業構造変化のポイント

05. 潜在市場規模一覧［A・B・C 20技術］

06. 全体市場規模推移（金額｜2025年～2030年｜2035年｜2040年｜世界・日本）

07. 技術別市場規模推移（金額｜2025年～2030年｜2035年｜2040年｜世界・日本）［A・B 11技術］

08. 全体フロー推移（数量｜2025年～2030年｜2035年｜2040年｜世界・日本）

09. 技術別フロー推移（数量｜2025年～2030年｜2035年｜2040年｜世界・日本）［B：10技術］

10. 全体ストック推移（数量｜2025年～2030年｜2035年｜2040年｜世界・日本）

11. 技術別ストック推移（数量｜2025年～2030年｜2035年｜2040年｜世界・日本）［B：10技術］

12. 年代別ストック推移と2040年普及水準

13. 指標スコア一覧

  (1)市場・技術・政策・需要・供給スコア（2025年）［A・B・C：20技術］

(2)市場スコア推移・技術スコア推移（2025年｜2030年｜2035年｜2040年）［A・B・C：20技術］

  (3)地域別市場スコア（2025年｜米国・欧州・日本・中国）［A・B：11技術］

14. 業界課題とフィジカルAIの導入事例

  (1)現状課題と業界の目指す姿

  (2)業界課題を踏まえたフィジカルAIの導入事例［13業界］

15. 技術別主要用途

  (1)技術別用途特徴［A・B・C：20技術］

  (2)主要ハードウェアの主要用途・想定用途［B：10技術］

  (3)技術別主要用途・概要［A・B・C：20技術］

16. 技術開発の方向性（2020年代｜2030年代｜2040年代）

市場は急激に動き始めました。多様なフィジカルAIが開発され、市場機会も広がっています。
市場把握は本報告書にお任せください。市場全体を整理・分析し、貴社調査や戦略立案にご活用いただける報告書を作成しました。

Ⅱ. 技術・市場編

A. ソフトウェア・システム

01. フィジカルAI基盤

[共通調査項目]（対象：Ⅱ. 技術・市場編｜A. ソフトウェア・システム）

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF          148,500円

グループライセンス版PDF 247,500円
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01. 技術概要／構成技術
02. 技術課題
03. 実績用途／想定用途
04. 指標スコア

(1)市場・技術・政策・需要・供給スコア（2025年）
(2)市場・技術スコア推移

（2025年｜2030年予測｜2035年予測｜2040年予測） 
05. 潜在市場規模（SAMベース、将来の最大普及時点を想定）
06. 参入企業数
07. 市場規模推移・地域別動向

(1)市場規模推移
（2025年～2030年｜2035年｜2040年、世界・日本、ストック・フロー・市場規模）

(2)地域別動向（2025年｜米国・欧州・日本・中国）※市場スコア
08. シェア・主要企業の動向

(1)シェア（2025年）
(2)主要企業の動向

09. 事例リスティング

 

「フィジカルAIシリーズ2026」では、シリーズ商品を組み合わせて

ご購入いただく場合、特別価格をご用意しております。

詳細は、右上のボックスリンクよりWEB商品サイトをご確認ください。

https://axetimes.com/report/research-about-physical-ai-technology-and-market-global-2026/
https://axetimes.com/report/research-about-physical-ai-technology-and-market-global-2026/
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B. 主要ハードウェア

01. ヒューマノイドロボット

02. 四足歩行ロボット

03. FAロボット

04. 搬送ロボット

05. 建設機械

06. 農業機械

07. 乗用車・ロボタクシー

08. トラック

09. ドローン

10. 配送ロボット

C. タスク特化型ハードウェア

01. 清掃ロボット

02. 警備ロボット

03. 調理ロボット

04. 手術・医療ロボット

05. 荷積み・荷下ろしロボット

06. 収穫・搬送ロボット

07. インフラ点検ロボット

08. 水中ドローン

09. 防衛ロボット

A-1（2/3）

インタビュー調査を含む一次情報と体系的な公開情報調査で市場活動を可視化

個別技術ごとの「市場規模・将来予測・シェア・用途等」の市場環境を理解

技術開発709事例を収録したExcelデータセットで網羅的な取り組みを確認

関連業種：AI開発・IT開発・製造・通信・電力・ガス・物流・小売・建設など

製造業の場合：ロボット・電機・自動車・制御機器・機械部品・半導体など

経営企画部・事業企画部・新規事業部・研究開発部／研究者／技術者の方々

商品概要

発刊日:2026年7月21日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:No.2 ハードウェア編

 PDF_Slide16:9_134pages

PDF画面で「クリック」できます

フィジカルAIの技術・市場・政策＆グローバル事例調査 2026年版 [No.2 ハードウェア編]

Ⅱ．技術・市場編

市場は急激に動き始めました。多様なフィジカルAIが開発され、市場機会も広がっています。
市場把握は本報告書にお任せください。市場全体を整理・分析し、貴社調査や戦略立案にご活用いただける報告書を作成しました。

01. 技術概要／構成技術

02. 技術課題

03. 実績用途／想定用途

04. 指標スコア

 (1)市場・技術・政策・需要・供給スコア（2025年）

 (2)市場・技術スコア推移

（2025年｜2030年予測｜2035年予測｜2040年予測）

05. 潜在市場規模（SAMベース、将来の最大普及時点を想定）

06. 参入企業数

07. 市場規模推移・地域別動向

 (1)市場規模推移

（2025年～2030年｜2035年｜2040年、世界・日本、ストック・フロー・市場規模）

 (2)地域別動向（2025年｜米国・欧州・日本・中国）※市場スコア

08. シェア・主要企業の動向

 (1)シェア（2025年）

 (2)主要企業の動向

09. 事例リスティング

 

[共通調査項目]（対象：Ⅱ. 技術・市場編｜B. 主要ハードウェア）

01. 技術概要／構成技術

02. 技術課題

03. 実績用途／想定用途

04. 指標スコア（市場・技術・政策・需要・供給）

05. 潜在市場規模（SAMベース、将来の最大普及時点を想定）

06. 参入企業数

07. 事例リスティング

[共通調査項目]（対象：Ⅱ. 技術・市場編｜C. タスク特化型ハードウェア）

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF          148,500円

グループライセンス版PDF 247,500円

08

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

別添｜特別収録編（No.1・No.2「Ⅱ. 技術・市場編」の主要データを整理。別添：計11頁）

No.2のみをご購入の場合、「まとめ」は収録されておらず、別添にて
「特別収録編」を進呈いたします。

「特別収録編」は、No.1・No.2「Ⅱ. 技術・市場編」に掲載している
主要データを整理したものです。
※「No.1 総括・政策・基盤編｜Ⅰ. 総括・政策編」の収録内容の一部を抜粋

「フィジカルAIシリーズ2026」では、シリーズ商品を組み合わせて

ご購入いただく場合、特別価格をご用意しております。

詳細は、右上のボックスリンクよりWEB商品サイトをご確認ください。

https://axetimes.com/report/research-about-physical-ai-technology-and-market-global-2026/
https://axetimes.com/report/research-about-physical-ai-technology-and-market-global-2026/


本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

※事例リスティングの情報タグは以下の通り

※Excelデータセットでは独自の視点で加工分析が可能

・企業等の名称

・組織区分

・本社所在

・設立年

・ステージ

・事業化予定時期

・技術概要

・技術分類

・業界分類

・技術キーワード

・公式URL

A-1（3/3）

インタビュー調査を含む一次情報と体系的な公開情報調査で市場活動を可視化

個別技術ごとの「市場規模・将来予測・シェア・用途等」の市場環境を理解

技術開発709事例を収録したExcelデータセットで網羅的な取り組みを確認

関連業種：AI開発・IT開発・製造・通信・電力・ガス・物流・小売・建設など

製造業の場合：ロボット・電機・自動車・制御機器・機械部品・半導体など

経営企画部・事業企画部・新規事業部・研究開発部／研究者／技術者の方々

商品概要

発刊日:2026年7月21日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:Excelデータセット

 グローバル事例リスティング｜709事例

PDF画面で「クリック」できます

フィジカルAIの技術・市場・政策＆グローバル事例調査 2026年版
 [Excelデータセット｜グローバル事例リスティング｜709事例]

市場は急激に動き始めました。多様なフィジカルAIが開発され、市場機会も広がっています。
市場把握は本報告書にお任せください。市場全体を整理・分析し、貴社調査や戦略立案にご活用いただける報告書を作成しました。

税込価格（単品価格はございません）

「フィジカルAIシリーズ2026」の

No.1・No.2との組み合わせでご購入い

ただけます。詳しくは、WEB商品サイ

トをご確認ください。

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら
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A-2

脱炭素/気候変動対策系スタートアップ272事例の技術トレンド情報

イスラエルにおける脱炭素化技術の特徴

強力なイノベーション推進政策の動向

エネルギー会社やエンジニアリング会社、IT会社、メーカーなどの研究開発者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方（ビジネスシーズ探索）

スタートアップとのアライアンス戦略を担う方

商品概要

発刊日:2024年12月16日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_139pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 385,000円

企業ライセンス版PDF 385,000円

グループライセンス版PDF   577,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

[イスラエル版] 脱炭素スタートアップ事例 及び 次世代技術トレンド徹底調査 2024年版

総合分析

1. 脱炭素テーマランキング
2. 大分類別構成比
3. 大分類別ランキング
   (1)エネルギー関連
   (2)自動車・蓄電池・新燃料関連

(3)CO2固定化・炭素会計・気候変動ソフト等関連
   (4)農林水産関連
   (5)その他

分野別事例一覧（272事例）

1. 再エネ関連（低負荷電源を含む）[25事例]
  2. 原発・核融合関連 [1事例]
  3. グリッド関連 [17事例]
  4. 省エネ関連 [37事例]
  5. 自動車・充電（設備）関連（モビリティ含む）
    （電池は除く）[40事例]
  6. 蓄電池関連 [8事例]
  7. 新燃料関連 [12事例]
8. CO2固定化関連 [6事例]

  9. 炭素会計・クレジット・気候変動ソフト等関連 [7事例]
10. 農林水産・食品開発・食品ロス・消費財ロス・他関連 [71事例]

世界屈指の技術力を誇るイスラエルのスタートアップ事例からの学びは多く、技術トレンドが体系的に整理された本調査報告書
を活用して、脱炭素ビジネス開発やアライアンス戦略などにお役立てください。

分野別分析

1. 再エネ関連（低負荷電源を含む）
2. 原発・核融合関連
3. グリッド関連
4. 省エネ関連
5. 自動車・充電（設備）関連
 （モビリティ含む）（電池は除く）
6. 蓄電池関連
7. 新燃料関連
8. CO2固定化関連
9. 炭素会計・クレジット・気候変動ソフト等関連

10. 農林水産・食品開発・食品ロス・消費財ロス・他関連
11. その他

A. 製造関連
B. 3R関連
C. 水資源・海洋・空質（測定/監視）関連
D. 宇宙・地中探査/採掘等関連
E. その他関連

VC等の概要

イスラエルVC20社（参考：本調査では、脱炭素関連の
スタートアップに投資をしているイスラエルVCの投資先
272社の事例を調査対象としている）

イノベーション推進政策

1. 脱炭素／気候変動対策の技術開発が進む背景
2. イスラエルの基本情報
3. 脱炭素関連の政府目標・方針
4. イスラエル政府によるイノベーション促進関連の法整備
5. イスラエルイノベーション庁による補助金・助成金等支援
    プログラム（スタートアップ／脱炭素関連)

11.その他
A. 製造関連 [13事例]
B. 3R関連 [9事例]
C. 水資源・海洋・空質（測定/監視）関連 [9事例]
D. 宇宙・地中探査/採掘等関連 [5事例]
E. その他関連 [12事例]
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

1. 再エネ関連（低負荷電源を含む）［52事例］

2. 原発・核融合関連［4事例］

3. グリッド関連（電力管理・調整、電力貯蔵、送電網関連、エネルギー貯蔵、

マイクログリッド・VPP）［20事例］

4. 省エネ関連（省エネ、データセンター、建築設計、建材・部品）［40事例］

5. 自動車・充電（設備）関連（モビリティ含む）（電池は除く）［58事例］

6. 蓄電池関連（蓄電池・部材・蓄電池評価）［24事例］

7. 新燃料関連（水素・アンモニア・バイオ燃料など）［17事例］

8. CO2固定化関連（セメント・コンクリート、プラスチック、樹木・藻類等、DAC）［10事例］

9. 炭素会計・クレジット・気候変動ソフト等関連

（炭素会計、ESG評価、気候変動、カーボンオフセットなど）［40事例］

10. 農林水産・食品開発・食品ロス・消費財ロス・他関連

（代替食品、培養食品、脱種子開発・遺伝子工学、土壌・飼料・肥料・農薬・分解、生分解素材・

植物素材・代替素材、自動化など）［79事例］

11. その他

A. 製造関連（鉄鋼・セメント・リアクター・装置など）（固定化以外）［10事例］

B. 3R関連（廃棄物利用、リデュース・リユース・リサイクル）［38事例］

C. 水資源・海洋・空質（測定/監視）関連［23事例］

D. 宇宙・地中探査/採掘等関連［2事例］

E. その他関連（コミュニティ運営、投資、サービス）［12事例］

A-3

脱炭素/気候変動対策系スタートアップ429事例の技術トレンド情報

包括的な脱炭素化技術の把握＆注目技術テーマランキング

地域および国別に個別分析した脱炭素技術開発の傾向

エネルギー会社やエンジニアリング会社、IT会社、メーカーなどの研究開発者

自社技術の研究開発やスタートアップとのアライアンス戦略を担う方

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

今後の事業推進・技術開発において避けては通れない脱炭素化のグローバルトレンドを、欧州の最先端事例と分析結果から、
ぜひ体系的に把握して、事業開発にお役立てください。

商品概要

発刊日:2024年6月12日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_179pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 550,000円

企業ライセンス版PDF  550,000円

グループライセンス版PDF   825,000円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

総合分析 分野別事例一覧（429事例）

1. 再エネ関連(低負荷電源を含む)

太陽光発電、風力発電、低負荷電源、

再エネ導入支援ソフトウェア、再エネ販売

2. 原発・核融合関連
原発・核融合

3. グリッド関連
電力管理・調整、電力貯蔵、送電網関連、エネルギー貯蔵、

マイクログリッド・VPP

4. 省エネ関連
省エネ（業務）、データセンター、建築設計、建材・部品

5. 自動車・充電(設備)関連(モビリティ含む)(電池は除く)

電動関連、充電関連、シェアリング・サブスク等、自動運転、

水素モビリティ、ビッグデータ、物流・サービス

6. 蓄電池関連
蓄電池、部材、蓄電池評価

7. 新燃料関連
水素、燃料電池、他燃料

8. CO2固定化関連
セメント・コンクリート、プラスチック、樹木・藻類等、DAC

9. 炭素会計・クレジット・気候変動ソフト等関連
炭素会計・CO2見える化、ESG評価等、気候変動予測・

災害監視・データ提供等、カーボンオフセット・スコアリング等、

保険設計、環境コンサルティング

10. 農林水産・食品開発・食品ロス・消費財ロス・他関連
代替食品、培養食品、脱炭素食品・減容食品、種子開発・

遺伝子工学、土壌・飼料・肥料・農薬・分解 、生分解素材・

植物素材・代替素材、 データ管理・解析／人工農業／生態調査、

電動・装置・機器・ロボット、食品長寿命化、ビジネスモデル

11. その他

A.製造関連（鉄鋼・セメント・リアクター・装置など）（固定化以外）

B.3R関連（廃棄物利用、リデュース・リユース・リサイクルなど）

C.水資源・海洋・空質（測定/監視）関連

D.宇宙・地中探査/採掘等関連
E.その他関連（コミュニティ運営、投資、サービス）

[欧州版] 脱炭素スタートアップ事例 及び 次世代技術トレンド徹底調査 2024年版

1. 脱炭素テーマランキング

2. 大分類別構成比

3. 大分類別ランキング

(1)エネルギー関連

(2)自動車・蓄電池・新燃料関連

(3)CO2固定化・炭素会計・気候変動ソフト等関連

(4)農林水産関連

(5)その他

分野別分析

地域・国別分析

1. 地域別スタートアップ特徴

（西欧／英愛／北欧／南欧／東欧）
2. 地域別分野構成比
（西欧／英愛／北欧／南欧／東欧）

3. 西欧における国別分野構成比
4. 英愛・北欧における国別分野構成比
5. 南欧・東欧における国別分野構成比

6. 欧州における国別分野データ一覧
(1)構成比
(2)事例数

7. 主要国における分野データ分析
(1)構成比
(2)事例数

8. 注目国分析
(1)フランス
(2)イギリス

(3)ドイツ
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脱炭素関連国内注目スタートアップ110社の事業動向・技術キーワード調査

A-4

脱炭素/気候変動対策系スタートアップ110社の技術トレンド情報

包括的・体系的な技術・ビジネストレンド

全110社の展開領域を整理したカオスマップ

エネルギー会社やエンジニアリング会社、IT会社、メーカーなどの研究開発者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

アライアンス先企業候補、親和性のある企業を探索されている方

総合分析 1.脱炭素関連テーマ企業数ランキング

2.カーボンニュートラル関連国内注目スタートアップ一覧

3.大分類別ランキング

(1)エネルギー関連

(2)自動車・蓄電池・新燃料関連

(3)CO2固定化・炭素会計・気候変動ソフト等関連

(4)農林水産関連

(5)その他(製造／3R／その他)

脱炭素はグローバル市場のマーケットトレンドとなっており、日本の脱炭素系スタートアップも、先進的な技術を強みとして、
その存在感を日々強めています。体系的に整理された技術トレンドから脱炭素ビジネス開発にお役立てください。

分野別企業一覧 1.再エネ関連(太陽光発電／風力発電／廃棄物発電／再エネ導入支援ソフトウェア／再エネ販売)[18社］

2.原発核融合関連[4社］

3.グリッド関連(電力管理・調整／マイクログリッド)[3社］

4.省エネ関連(家庭／建材・部材・材料)[4社］

5.自動車充電(設備)関連(電動関連／充電関連／ｼｪｱﾘﾝｸﾞ･ｻﾌﾞｽｸ／水素モビリティ／ﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀ・機械学習)[15社］

6.蓄電池関連(蓄電池／部材)[5社］

7.新燃料関連(水素／他燃料)[5社］

8.CO2固定化関連(樹木・藻類用)[3社］

9.炭素会計・クレジット・気候変動ソフト関連(炭素会計・ CO2見える化／カーボンオフセット・スコアリング)[20社］

10.農林水産食品開発食品ロス関連[13社］

(代替食品／培養食品／土壌・飼料・肥料・農薬等／生分解素材・植物素材・代替素材／データ解析／生態調査等／ビジネスモデル)

11.その他

A. 製造関連(固定化以外)[6社］

B. 3R関連(廃棄物利用／リユース／レンタル・リサイクル／リデュース)[11社］

C. その他(新素材開発／コミュニティ運営／宇宙)関連[3社］

商品概要

発刊日:2023年3月20日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_52pages

(レポート部分は47pages)

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF          148,500円

グループライセンス版PDF 247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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脱炭素を推進する米国スタートアップ391社 及び 次世代技術トレンド徹底調査

A-5

脱炭素/気候変動対策系スタートアップ391社の技術トレンド情報

包括的・体系的な技術・ビジネストレンド

注目される技術テーマランキング

エネルギー会社やエンジニアリング会社、IT会社、メーカーなどの研究開発者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

海外の先行事例からビジネスシーズを探索されている方

総合分析 1.脱炭素テーマランキング

2.大分類別構成比

3.大分類別ランキング

(1)エネルギー関連

(2)自動車・蓄電池・新燃料関連

(3)CO2固定化・炭素会計・気候変動ソフト等関連

(4)農林水産関連

(5)その他

世界をリードしようとする米国スタートアップから次世代ビジネスを学ぶ内容が収録されています。
体系的に整理された技術トレンドから脱炭素ビジネス開発にお役立てください。

分野別分析

商品概要

発刊日:2023年3月7日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_130pages

(レポート部分は122pages)

税込価格

事業所ライセンス版PDF    550,000円

企業ライセンス版PDF    550,000円

グループライセンス版PDF   825,000円

分野別分析 分野別企業
一覧

1. 再エネ関連(低負荷電源を含む)

太陽光発電、風力発電、水力発電、地熱発電、廃棄物発電、
低負荷電源、再エネ導入支援ソフトウェア、再エネ販売、金融関連

2. 原発・核融合関連

原発・核融合
3. グリッド関連

電力管理・調整、電力貯蔵、送電網関連、エネルギー貯蔵、

マイクログリッド
4. 省エネ関連

省エネ(業務) 、省エネ(家庭) 、データセンター 、建築設計、建材・部品

5. 自動車・充電(設備)関連(モビリティ含む)(電池は除く)

電動関連、充電関連、シェアリング・サブスク等、自動運転、
水素モビリティ、燃料関連、構造設計、ビッグデータ

6. 蓄電池関連
蓄電池、部材、蓄電池評価、再利用

1.再エネ関連(低負荷電源を含む)[33社］

2.原発・核融合関連[5社］

3.グリッド関連(電力管理調整、電力貯蔵、送電網関連、エネルギー貯蔵、マイ

クログリッドなど)[12社］

4.省エネ関連(省エネ、データセンター 、建築設計など)[35社］

5.自動車・充電(設備)関連(モビリティ含む)(電池は除く)[50社］

6.蓄電池関連(蓄電池部材評価再利用など)[17社］

7.新燃料関連(水素アンモニアバイオ燃料など)[12社］

8.CO2固定化関連(分離回収固定化利活用含む)[21社］

9. 炭素会計・クレジット・気候変動ソフト等関連

(炭素会計、 ESG評価、気候変動、カーボンオフセットなど)[29社］

10. 農林水産・食品開発・食品ロス・消費財ロス他関連

(代替食品、培養食品、脱種子開発遺伝子工学、土壌飼料肥料農薬分解、

生分解素材植物素材代替素材、自動化など)[125社］

11. その他

A. 製造関連(鉄鋼セメントリアクター装置など)(固定化以外)[9社］

B. 3R関連(リデュースリユースリサイクル)[18社］

C. 水資源・海洋・空質(測定/監視)関連[13社］

D. 宇宙・地中探査/採掘等関連[10社］

E. その他(コミュニティ運営投資)関連[2社］

 

7. 新燃料関連

水素、他燃料
8. CO2固定化関連

セメント・コンクリート、ダイヤモンド、プラスチック、

燃料・オイル等、樹木・藻類等、 DAC

9. 炭素会計・クレジット・気候変動ソフト等関連
炭素会計・CO2見える化、 ESG評価等、

気候変動予測・災害監視・データ提供等、カーボンオフ
セット・スコアリング等、保険設計、環境コンサルティング

10. 農林水産・食品開発・食品ロス・消費財ロス・他関連

代替食品、培養食品、脱炭素食品・減容食品、
種子開発・遺伝子工学、土壌・飼料・肥料・農薬・分解、
生分解素材・植物素材・代替素材、データ管理・解析／

人工農業／生態調査、電動・装置・機器・ロボット、
食品長寿命化、ビジネスモデル

11. その他

A.製造関連：製造関連
B.3R関連：廃棄物利用、リユース、自動分別・ゴミ箱、

レンタル・リサイクル／プラットフォーム、リデュース

C.水資源・海洋・空質(測定/監視)関連：水道・パイプ・
水資源・浄水、下水道・雨水、水質  海洋、空質

D.宇宙・地中探査/採掘等関連：地中探査/採掘、宇宙、

油田メタン
E.その他関連：コミュニティ運営・投資

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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B. 新規事業開発の期間
1.予定期間別 構成比＆新規事業開発成功率
2.経過年数別 構成比＆新規事業開発成功率
3.マイルストーン別 経過年数構成比

C. 新規事業開発の体制
1.取り組み体制別 構成比＆新規事業開発成功率
2.立ち上げ人員数別 構成比＆新規事業開発成功率
3.メンバー選定方法別 構成比＆新規事業開発成功率
4.付与権限・権利別 構成比＆新規事業開発成功率

D. 新規事業開発のテーマ
1.テーマ選定方法別 構成比＆新規事業開発成功率
2.着想源別 構成比＆新規事業開発成功率

E. 新規事業開発のセグメント
1.市場タイプ別 構成比＆新規事業開発成功率（市場形成済／市場未形成）
2.市場サイズ別 構成比＆新規事業開発成功率（マス市場／ニッチ市場）
3.顧客タイプ別 構成比＆新規事業開発成功率（新規顧客／既存顧客／他）

F. 新規事業開発で実践した内容
1.クローズド施策別 実施率と貢献度
2.外部専門機関別 相談実施率と貢献度
3.市場調査種類別 実施率と貢献度
4.オープン施策別 実施率と貢献度
5.補助金・助成金の活用状況

G. 新規事業開発の成功要因・失敗要因
1.新規事業開発の成功要因
2.新規事業開発の失敗要因

こうした方にオススメ

新規事業開発の進め方ポイント・成功プロセスを評価するアンケート調査

A-6

新規事業開発に取り組む事業会社様

コーポレート部門、事業部門、商品部門、新規事業部門、研究部門、イノベーション部門など

新規事業創出支援機関様

経済団体、業界団体、公的機関・自治体、金融機関、大学/高校/研究機関など

まとめ
1.はじめに - 政府のイノベーション・スタートアップ支援政策をめぐる動

き -

2.新規事業開発のパフォーマンス実態

3.新規事業開発で成功する企業組織属性の特徴

4.新規事業開発で成功するキッカケと強みの特徴

5.新規事業開発で成功する予定期間と経過年数の特徴

6.新規事業開発で成功する体制の特徴

7.新規事業開発で成功するテーマの特徴

8.新規事業開発で成功するセグメントの特徴

9.新規事業開発に貢献する実践施策

10.新規事業開発の成功要因・失敗要因からの学び

axetimes Report

企業・組織属性と
新規事業開発成功率の相関

1.業種別 構成比＆新規事業開発成功率

2.部門別 構成比＆新規事業開発成功率

3.役職別 構成比＆新規事業開発成功率

4.企業規模別 構成比＆新規事業開発成功率

5.新規事業開発が多い会社世代(会社設立年代別構成比)

6.新規事業開発が多い地域(地域別構成比／都道府県別ランキング)

商品概要

発刊日:2022年8月24日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_63pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 198,000円

企業ライセンス版PDF 297,000円

グループライセンス版PDF 495,000円

新規事業開発の
パフォーマンス実態

1.新規事業開発の成功率・失敗率

2.本調査対象における予算達成状況

進め方・プロセスと
新規事業開発成功率の相関

進め方・プロセスと
新規事業開発成功率の相関

A. 新規事業開発のキッカケ＆活かした強みめ方・プロセスと新規事業開発成功率の相関
1.キッカケ別 構成比＆新規事業開発成功率
2.活かした強み別 構成比＆新規事業開発成功率

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

B-1

次世代50技術の横断分析（市場・技術・政策・需要・供給など）

次世代50技術の潜在市場規模・市場形成時期予測

独自の視点で加工分析可能なExcelデータセット付

重電メーカー・弱電メーカー・材料メーカー・化学メーカー・鉄鋼メーカー

電力会社・ガス会社・石油会社・エンジニアリング会社・プラント会社・商社

新規・研究テーマ探す新規事業部・事業企画部・研究開発部／研究者の方々

商品概要

発刊日:2026年4月15日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_53pages

+Excelデータセット

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

次世代発電＆エネルギー貯蔵のシーズ技術・市場総覧 2026年版［No.2 比較・分析編］

横断分析

次世代発電・エネルギー貯蔵領域の注目50技術を、独自の評価軸で分析した技術戦略データブックです。分冊構成ですが、相互
補完でより価値を発揮するため、ぜひセットでの購入をご検討ください。

01. 技術・市場データ総覧（MML・TRL・PML・DML・SML・市場形成時期予測・潜在市場規模・参入企業数）［50技術］
A. 再生可能エネルギー｜デバイス
B. 再生可能エネルギー｜設備・プラント
C. 燃料電池｜デバイス
D. 低炭素発電・原子力発電・核融合発電｜設備・プラント
E. エネルギーハーベスティング｜デバイス
F. エネルギー貯蔵｜デバイス
G. エネルギー貯蔵｜設備・プラント

02. 市場スコア推移・技術スコア推移（2025年｜2030年予測｜2035年予測｜2040年予測）［50技術］
A. 再生可能エネルギー｜デバイス
B. 再生可能エネルギー｜設備・プラント
C. 燃料電池｜デバイス
D. 低炭素発電・原子力発電・核融合発電｜設備・プラント
E. エネルギーハーベスティング｜デバイス
F. エネルギー貯蔵｜デバイス
G. エネルギー貯蔵｜設備・プラント Excelデータセット（別添）※No.1・No.2に掲載の一部データを整理

01. 各種データ総覧［50技術］：技術名｜技術分類｜指標スコア5種｜市場形成時期予測｜潜在市場規模｜参入企業数｜実績用途／想定用途
02. 市場スコア推移・技術スコア推移［50技術］：2025年｜2030年予測｜2035年予測｜2040年予測
03. 指標比較（2025年）［50技術］：市場スコア｜技術スコア｜政策スコア｜需要スコア｜供給スコア
04. 潜在市場規模＆市場形成時期予測［50技術］
 05.事例リスティング［496事例］：カテゴリ｜技術名｜組織名｜組織区分｜本社所在｜設立年｜ステージ｜技術概要｜技術キーワード｜備考

03. 指標比較（2025年）［50技術］
a. 市場スコア｜MMLベース
b. 技術スコア｜TRLベース
c. 政策スコア｜PMLベース
d. 需要スコア｜DMLベース
e. 供給スコア｜SMLベース

04. 潜在市場規模×市場形成時期予測［50技術］

05. 潜在市場規模の比較［50技術］

06. 市場形成時期予測の比較［50技術］

07. 技術概要・構成技術［50技術］

08. 技術課題［50技術］

09. 実績用途／想定用途［50技術］

10. 参入企業特徴［50技術］

15

https://axetimes.com/report/research-about-nextenergy-seed-and-market-global-2-2026/
https://axetimes.com/report/research-about-nextenergy-seed-and-market-global-2-2026/


本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

B-2

次世代50技術の個別評価（市場・技術・政策・需要・供給など）

構成技術と技術課題（構成する主要な設備・材料・技術など）

体系的に整理された事例リスト

重電メーカー・弱電メーカー・材料メーカー・化学メーカー・鉄鋼メーカー

電力会社・ガス会社・石油会社・エンジニアリング会社・プラント会社・商社

新規・研究テーマ探す新規事業部・事業企画部・研究開発部／研究者の方々

商品概要

発刊日:2026年4月15日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_116pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

次世代発電＆エネルギー貯蔵のシーズ技術・市場総覧 2026年版［No.1 技術・市場編］

Ⅰ．技術・市場データ総覧

次世代発電・エネルギー貯蔵領域の注目50技術を、独自の評価軸で分析した技術戦略データブックです。分冊構成ですが、相互
補完でより価値を発揮するため、ぜひセットでの購入をご検討ください。

A. 再生可能エネルギー｜デバイス
01. ペロブスカイト太陽電池（PSC）
02. 色素増感太陽電池（DSC）
03. 有機薄膜太陽電池（OPV）
04. 量子ドット太陽電池（QDSC）

B. 再生可能エネルギー｜設備・プラント
05. 垂直軸型風力発電
06. 空中浮体式風力発電
07. 浮体式洋上風力発電
08. 波力発電
09. 潮流発電
10. 海洋温度差発電
11. 塩分濃度差発電
12. 小水力・マイクロ水力発電
13. 次世代地熱発電（ESG・閉ループ）
14. 熱光起電力発電（TPV）

Ⅱ．個別分析［50技術］

［共通調査項目］（各市場ごとに下記「共通調査項目」を整理）
■ 技術概要／競合技術／構成技術
■ 技術課題（課題レベル）
■ 実績用途／想定用途
■ 指標スコア（市場｜技術｜政策｜需要｜供給）

C. 燃料電池｜デバイス
15. 次世代固体酸化物形燃料電池（SOFC）
16. アニオン交換膜燃料電池（AEMFC）
17. プロトンセラミック燃料電池（PCFC）
18. アンモニア直接燃料電池（DAFC）

D. 低炭素発電・原子力発電・核融合発電｜設備・プラント
19. 次世代GTCC（水素・アンモニア発電）
20. ケミカルルーピング燃焼発電
21. 超臨界CO2サイクル発電
22. 次世代原子力（革新軽水炉・SMR）
23. 次世代原子力発電（高速炉）
24. 磁場閉じ込め型核融合発電（トカマク・ヘリカル・FRC）
25. 慣性閉じ込め型核融合発電（レーザー）

 

E. エネルギーハーベスティング｜デバイス
26. 次世代熱電発電（フレキシブル型・磁気型）
27. 熱磁気発電
28. 磁歪・圧電型振動発電
29. 静電・可変容量型振動発電
30. 音響・音圧発電
31. 摩擦帯電方式発電
32. 微生物燃料電池
33. ダイヤモンド電池（原子力電池の一種）
34. トポロジカル発電
35. 量子ゆらぎ発電
36. 量子コヒーレンス発電

F. エネルギー貯蔵｜デバイス
37. 次世代リチウムイオン電池（Si系・高Ni型）
38. ナトリウムイオン電池
39. 全固体電池
40. 金属負極電池
41. 金属空気電池

G. エネルギー貯蔵｜設備・プラント
42. レドックスフロー電池
43. 液化空気エネルギー貯蔵（LAES）
44. 断熱型圧縮空気エネルギー貯蔵（A-CAES）
45. 超電導磁気エネルギー貯蔵
46. 重力エネルギー貯蔵
47. フライホイール蓄エネ
48. 岩石蓄熱（RTES）
49. 海洋インバースダム
50. 高密度流体揚水発電

注記：熱光起電力発電（TPV）は、便宜上「B. 再生可能エネルギー｜
設備・プラント」とした。なお、TPVは熱放射を電気に変換するエネ
ルギー変換技術であり、再生可能エネルギーかどうかは熱源に依存す
る。太陽熱・地熱など再生可能な熱源を用いる場合は再生可能エネル
ギーとみなされ、化石燃料や原子力由来の熱を用いる場合は再生可能
エネルギーには該当しない。

■ 潜在市場規模（SAMベース、将来の最大普及時点を想定）
■ 参入企業数
■ 事例リスティング
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市場規模・CO2削減量推移の将来展望と地域別市場を見える化

CO2回収コスト、TRL/ARL推移、ビジネスモデル、アプリケーション等を把握

国内外プロジェクト、参入企業動向、日本・米国・EUの政策・支援制度を把握

重電メーカー・電機メーカー・設備メーカー・化学メーカー・鉄鋼メーカー

電力会社・ガス会社・石油会社・エンジニアリング会社・プラント会社・商社

上記企業の新規事業開発部・事業企画部・研究開発部の方々

商品概要

発刊日:2025年11月11日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_136pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

DAC・DOC＆微細藻類市場の国内・グローバル将来展望 2025年

Ⅰ．総括・分析編

商業フェーズに向け動き出したDAC・DOC・微細藻類市場について体系的に調査しました。材料・機器・システム需要や
カーボンクレジット創出など、拡大するビジネスチャンスの把握に、ぜひ本レポートをご活用ください。

01．DAC・DOC市場の全体像および市場開拓シナリオ
（１）市場規模推移（2024年～2030年・2035年・2040年｜グローバル）
（２）CO2削減量推移（2024年～2030年・2035年・2040年｜グローバル）
（３）2040年市場規模＆CO2削減量の比較（DAC・DOC・微細藻類）
（４）市場開拓シナリオ（DAC・DOC・微細藻類｜短期・中期・長期）
（５）地域別の親和性・市場開拓の方向性
02．市場規模推移（金額｜2024年～2030年・2035年・2040年｜グローバル・日本）
（１）DAC​
（２）DOC​
（３）微細藻類
03．CO2削減量推移（2024年～2030年・2035年・2040年｜グローバル・日本）
（１）DAC​
（２）DOC​
（３）微細藻類
04．大規模プラントランキング（CO2削減量｜DAC・DOC・微細藻類）
05．CO2回収コストの推移（2024年/2025年・2030年・2035年・2040年）
06．技術成熟度（TRL）と採用成熟度（ARL）の推移

（2024年/2025年・2030年・2035年・2040年）
（１）TRL（DAC・DOC・微細藻類）
（２）ARL（DAC・DOC・微細藻類）
（３）TRL・ARLの指標定義
07．CDR・NETs領域における各技術の比較（DAC・DOC・バイオ炭・

 海洋アルカリ度向上・微細藻類・植林・再生林・風化促進・海洋肥沃化）
08．CDR・NETs政策の地域比較（日本・米国・EU）
09．DAC・DOCのビジネスモデル（CCS型｜CCU型｜部材・機器・システム販売型）

10．グリーンカーボン／ブルーカーボンの市場動向
11．人工的アプローチと自然的アプローチの対比
（１）CDR・NETsとしての比較
（２）DACと森林吸収の比較
（３）DOCと微細藻類・光合成関連の比較
（４）電気化学的手法と鉱物化手法の比較

12．カーボンクレジット制度の整理
（１）カーボンクレジット制度の位置づけ
（２）業界別動向（海運業界・航空業界・ITサービス業界・金融サービス業界・石油・ガス開発業界）

Ⅱ．技術・市場分析編

A．DAC市場

B．DOC市場

C．微細藻類市場

.

［共通調査項目］（各市場ごとに下記「共通調査項目」を整理）
01．技術概要および詳細技術分類
（１）技術概要
（２）詳細技術分類
02．システム図解
03．コスト分析（2024年/2025年・2030年・2035年・2040年）
04．TRL・ARL推移（2024年/2025年・2030年・2035年・2040年）
05．ビジネスモデル（CCS型｜CCU型｜部材・機器・システム販売型）
06．市場規模推移予測（2024年～2030年・2035年・2040年）
（１）グローバル（累計導入プラント数｜単年導入プラント数｜機器・システム単価｜市場規模）
（２）日本（累計導入プラント数｜単年導入プラント数｜機器・システム単価｜市場規模）
07．CO2削減量推移（2024年～2030年・2035年・2040年）
（１）グローバル（CO2削減量｜カーボンクレジット価格｜CO2削減価値）
（２）日本（CO2削減量｜カーボンクレジット価格｜CO2削減価値）
08．地域別動向
（１）地域別構成比

（グローバル・日本・北米・欧州・その他）（市場規模・累計導入プラント数）
（２）市場ポテンシャル分析（日本・米国・欧州）

09．プロジェクト一覧
（地域別｜プロジェクト名・ステータス・実施国・稼働年・主導企業・

年間CO2回収能力・CO2用途・概要）
10．アプリケーション動向
（１）CCS・EOR・CCUに対する有望度

（2024年～2025年・2030年・2040年）
（２）業界別整理

（エネルギー業界・化学業界・製鉄業界・運輸業界・建設・セメント業界・
食品・飲料業界）

11．参入企業動向
（１）参入企業数
（２）大企業（業態・参入形態・主要提携先・概要等）
（３）スタートアップ

（設立年・事業フェーズ・参入形態・資金調達実績・概要等）
12．政府支援制度（日本・米国・EU）
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事業計画や国内外政策動向を踏まえた上での実用化・市場規模推移の将来展望

日本・米国・欧州・中国・韓国等の50企業・団体の技術開発・事業計画等情報

投資コストや核融合発電を構成する設備・材料・技術の情報

重電メーカー・機械メーカー・設備メーカー・材料メーカー・計測器メーカー

電力会社・ガス会社・石油会社・エンジニアリング会社・IT会社・商社

上記企業の新規事業開発部・事業企画部・研究開発部の方々

商品概要

発刊日:2025年9月25日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_133pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

核融合発電技術の研究開発 及び 実用化・市場性の将来展望 2025年版

Ⅰ．市場・政策分析編

次世代エネルギーとして大注目の核融合発電について、体系的な市場調査報告書として整理しました。市場形成はこれからです
ので、先行して情報を取得することで、事業機会が得られることを願っております。

01. 累計稼働推移予測
（出力／基｜2025年～2035年｜2040年｜2045年｜2050年）

02. プラス要因・マイナス要因＆レンジ推移予測
（出力｜2025年～2035年｜2040年年｜2045年｜2050年）

03. 市場規模推移予測
（出力／金額｜2025年｜2030年｜2035年｜2040年｜2045年｜2050年）

04. 投資コスト推移予測
（CAPEX｜USD/kW）
（2025年｜2030年｜2035年｜2040年｜2045年｜2050年）

05. 核融合発電企業数推移予測
（2000年｜2005年｜2010年｜2015年｜2020年～2025年｜2030年）

06. 核融合発電技術の事業計画（2020年代｜2030年代｜2040年代）
07. 核融合発電関連企業整理（北米｜欧州｜他海外｜日本）
08. 核融合発電の主要な方式比較

（トカマク・ステラレータ・FRC・レーザー核融合・MagLIF）
09. 核融合発電を構成する設備・材料・技術（構造図解など）
10. 核融合発電の地域政策比較（米国・EU・中国・韓国・日本）
11. 核融合発電政策を推進する政府の動向（米国・EU・中国・韓国・日本）
12. 事業計画一覧（50事例）
13. 技術概要一覧（50事例）

26. Startorus Fusion｜中国
27. EX-Fusion｜日本
28. Helical Fusion｜日本
29. 京都フュージョニアリング｜日本
30. LINEAイノベーション｜日本

［大企業］
31. Hatch｜カナダ
32. Doosan｜韓国
33. HD Hyundai Heavy Industries｜韓国
34. 三菱重工業｜日本
35. 東芝エネルギーシステムズ｜日本

A. 業態区分 プラント開発・エンジニアリング会社［35事例］
B. 業態区分 設備・構成技術［9事例］
C. 業態区分 その他［6事例］

A. 業態区分 プラント開発・エンジニアリング会社［35事例］
［スタートアップ］

01. Avalanche Energy｜アメリカ
02. Blue Laser Fusion｜アメリカ
03. Commonwealth Fusion Systems｜アメリカ
04. Electric Fusion Systems｜アメリカ
05. Fuse Energy Technologies｜アメリカ
06. Helion Energy｜アメリカ
07. Horne Technologies｜アメリカ
08. LPPFusion｜アメリカ
09. Longview Fusion Energy Systems｜アメリカ
10. Stellarex｜アメリカ
11. TAE Technologies｜アメリカ
12. Type One Energy｜アメリカ
13. Xcimer Energy｜アメリカ
14. Zap Energy｜アメリカ
15. General Fusion｜カナダ
16. ASTRAL NEUTRONICS｜イギリス
17. First Light Fusion｜イギリス
18. Tokamak Energy｜イギリス
19. Gauss Fusion｜ドイツ
20. Marvel Fusion｜ドイツ
21. Proxima Fusion｜ドイツ
22. Renaissance Fusion｜フランス
23. nT-Tao｜イスラエル
24. HB11 Energy｜オーストラリア
25. Energy Singularity｜中国

Ⅱ．事業・技術調査編

C. 業態区分 その他［6事例］

［スタートアップ］

45. SHINE Technologies｜アメリカ

46. digiLab Solutions｜イギリス

［大企業］

47. Microsoft Corporation｜アメリカ

48. Kinectrics｜カナダ

［その他］

49. Fusion Industry Association｜アメリカ

50. Canadian Nuclear Laboratories｜カナダ

.

B. 業態区分 設備・構成技術［9事例］

［スタートアップ］

36. Thea Energy｜アメリカ

37. Novatron Fusion Group｜スウェーデン

38. MiRESSO｜日本

［大企業］

39. General Atomics｜アメリカ

40. Air Liquide｜フランス

41. アライドマテリアル｜日本

42. 日立製作所｜日本

43. IHI｜日本

44. NTT｜日本

.

［共通調査項目］（対象：Ⅱ. 事業・技術調査編 A～C）

・本社所在地｜設立年｜従業員数｜ITER参画

・業態区分｜企業区分｜技術領域（炉設計｜磁場・超伝導｜熱管理

電力・電圧｜燃料・原料｜制御・監視｜レーザー｜その他）

・事業概要（事業・技術開発テーマ｜フェーズ｜概要）

・事業計画（指標｜目標時期｜対象エリア｜概要）

・研究開発拠点｜アライアンス・出資先｜特許｜特記事項

・経営陣プロフィール｜資金調達動向等｜その他の情報・補足事項

※この項目のみスタートアップのみを対象
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バイオものづくり企業が取り組むバイオ化分野と技術領域のトレンド 130企業

事業化フェーズ比率、提供価値・実施目的等の事業・技術開発事例分析 417事例

業態別分析、事業計画・目標指標の時系列整理、バイオ化分野別資金調達実績

化学メーカー・繊維メーカー・食品メーカー、医薬品メーカー、エネルギー事業者

酵素・触媒、微生物・細胞、タンパク質、バイオマス原料に関連する事業会社

脱炭素・資源循環関連の事業企画や技術開発担当者

商品概要

発刊日:2025年9月17日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_66pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら
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次世代バイオものづくり企業の技術開発・事業計画 及び 事例集計分析 2025年版［No.3 集計分析編］

バイオ化分野分析

技術領域分析

成長が期待されるバイオものづくり市場の130企業・417事例を調査した内容となっており、俯瞰的な情報把握が可能です。本
調査報告書の情報を社内共有することで、今後の事業戦略・技術戦略の策定にお役立てください。

1. バイオものづくり企業が取り組むバイオ化分野トレンド（企業区分別）
2. バイオ化分野別技術キーワード
3. 企業別バイオ化分野一覧

(1)スタートアップ・ベンチャー｜(2)大企業

事業・技術開発事例分析

事業計画・目標指標分析

1. バイオものづくり企業が取り組む技術領域トレンド（企業区分別）

2. 技術領域別技術キーワード

3. 企業別技術領域一覧

  (1)スタートアップ・ベンチャー｜(2)大企業

4. 「技術領域×バイオ化分野」パターンからみる技術トレンド

  (1)主要パターン｜(2)全体俯瞰

1. スタートアップ・ベンチャーの業態別構成
(1)国・地域別（米国・欧州・日本・その他）
(2)国別（米国・イギリス・フランス・ドイツ・日本・中国・韓国・その他）

2. スタートアップ・ベンチャーの業態別特徴
3. 大企業の業態別構成
  (1)国・地域別（米国・欧州・日本・その他）
  (2)国別（米国・イギリス・フランス・ドイツ・日本・中国・韓国・その他）
4. 大企業の業態別特徴

1. バイオ化分野別資金調達実績

  (1)全体｜(2)国・地域別

2. 資金調達事例一覧

  (1)米国｜(2)欧州｜(3)日本｜(4)その他

1. 事業計画・目標指標の時系列整理
（2025年～2030年｜2031年～2035年｜2036年～2040年｜2041年以降）

2. 事業計画・目標指標一覧
  (1)米国｜(2)欧州｜(3)日本｜(4)その他

業態別分析

1. バイオものづくり企業が取り組む事業・技術開発事例まとめ

2. 事業・技術開発事例の事業化フェーズ比率

  (1)国・地域別｜(2)企業区分別

３．事業・技術開発事例のバイオ化分野トレンド

  (1)国・地域別｜(2)企業区分別

資金調査分析4. 事業・技術開発事例の提供価値・実施目的トレンド

  (1)国・地域別｜ (2)企業区分別

5. 提供価値・実施目的別技術キーワード

6. 「実施目的・提供価値×バイオ化分野」パターンからみる技術トレンド

  (1)主要パターン｜(2)全体俯瞰

7. 事業・技術開発事例一覧

  (1)米国｜(2)欧州｜(3)日本｜(4)その他

［ワード補足：調査対象数 および 分類］

・調査対象数：企業数 130企業｜事例・技術開発事例数 417事例

・バイオ化分野：工業化学｜繊維｜食品｜飼料｜農業・肥料｜化粧品｜香料｜医薬品

燃料｜その他｜不特定

・技術領域：原料開発｜微生物・細胞開発｜酵素・セルフリー反応｜プロセス開発｜

製造技術開発｜下流分離・精製｜最終製品開発

・事業化フェーズ：事業化｜技術開発

・実施目的・提供価値：基礎：基礎的・汎用的な研究、微生物向け原料開発等｜

大規模：目的物質の生産拡大等｜高機能：産生物の高機能化｜新機能：新たな機能

価値のある物質の産生｜低コスト：低コスト化を図る施策（短納期含む）｜その他

・国・地域別：米国｜欧州｜日本｜その他（中国・韓国・台湾・他）

・企業区分：スタートアップ・ベンチャー｜大企業
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スタートアップ・ベンチャー40企業、大企業20企業の最新動向を把握

企業毎に開発背景、コア技術、組織体制、アライアンス、事業計画等を整理

バイオ化分野、事業化フェーズ、提供価値等を整理した事業・技術開発事例

化学メーカー・繊維メーカー・食品メーカー、医薬品メーカー、エネルギー事業者

酵素・触媒、微生物・細胞、タンパク質、バイオマス原料に関連する事業会社

脱炭素・資源循環関連の事業企画や技術開発担当者

商品概要

発刊日:2025年9月17日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_123pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

次世代バイオものづくり企業の技術開発・事業計画 及び 事例集計分析 2025年版［No.2 企業編｜日本・中国・韓国・台湾・他］

日本｜スタートアップ・ベンチャー

日本・中国・韓国・台湾等の代表的なバイオものづくり企業をまとめました。なお、バイオものづくりシリーズ一式をご覧いた
だくことで、バイオものづくり業界の理解が深まるはずです。是非セットでご検討ください。

1. BioPhenolics
2. bitBiome
3. CO2資源化研究所
4. digzyme
5. Logomix
6. MycoGenome
7. アルガルバイオ
8. シンアート
9. セツロテック
10. ノベルジェン
11. バッカス・バイオイノベーション
12. プラチナバイオ
13. ミーバイオ
14. iPEACE223​
15. TOWING​

日本｜大企業 中国・韓国・台湾・他｜スタートアップ・ベンチャー

16. Bioworks
17. Spiber​
18. Symbiobe
19. S-Bridges​
20. エンドファイト
21. ハッコウホールディングス
22. ファーメンステーション
23. Gel Coat Biomaterials​
24. KAICO​
25. TIME TRAVELER​
26. シンプロジェン
27. バイオパレット
28. ファーメランタ
29. レボルカ
30. ライノフラックス

[共通調査項目]​

 (1)企業概要（本社所在地｜設立年｜従業員数）

 (2)技術領域（原料開発｜微生物・細胞開発｜酵素・セルフリー反応｜プロセス開発｜製造技術開発｜下流分離・精製｜最終製品開発）

 (3)バイオ化分野（工業化学｜繊維｜食品｜飼料｜農業・肥料｜化粧品｜香料｜医薬品｜燃料｜その他｜不特定）

 (4)事業動向・事業計画（技術・事業開発の背景・目的｜コア技術・技術開発テーマ｜組織体制・事業部門・開発拠点｜アライアンス事例｜その他、事業計画・目標指標）

 (5)事業・技術開発事例（事例タイトル｜バイオ化分野｜事業化フェーズ｜提供価値・実施目的※｜概要）

 (6)特記事項

※ 基礎：基礎的・汎用的な研究、微生物向け原料開発等｜大規模：目的物質の生産拡大等｜高機能：産生物の高機能化｜新機能：新たな機能・価値のある物質の産生｜

低コスト：低コスト化を図る施策（短納期含む）｜その他

1. 住友化学
2. 東レ
3. 旭化成
4. カネカ
5. 花王
6. キリンホールディングス
7. 味の素
8. 不二製油
9. トヨタ自動車
10. 本田技研工業

1. PhaBuilder
2. Tidetron Bioworks Technology​
3. Bota Biosciences​
4. BREVEL​
5. CellX
6. Jimi Bio​
7. Jooules
8. MEDIOGEN​
9. Synbio Tech​
10. Liminal BioSciences

11. 資生堂
12. 高砂香料工業
13. 日本製紙
14. 大王製紙
15. 武田薬品工業
16. 電源開発（J-POWER）
17. 東京ガス
18. 大阪ガス
19. 日揮ホールディングス
20. 長瀬産業
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スタートアップ・ベンチャー50企業、大企業20企業の最新動向を把握

企業毎に開発背景、コア技術、組織体制、アライアンス、事業計画等を整理

バイオ化分野、事業化フェーズ、提供価値等を整理した事業・技術開発事例

化学メーカー・繊維メーカー・食品メーカー、医薬品メーカー、エネルギー事業者

酵素・触媒、微生物・細胞、タンパク質、バイオマス原料に関連する事業会社

脱炭素・資源循環関連の事業企画や技術開発担当者

商品概要

発刊日:2025年9月17日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_144pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

次世代バイオものづくり企業の技術開発・事業計画 及び 事例集計分析 2025年版［No.1 企業編｜米国・欧州］

米国｜スタートアップ・ベンチャー

米国｜大企業

米国・欧州の代表的なバイオものづくり企業をまとめました。なお、バイオものづくりシリーズ一式をご覧いただくことで、バ
イオものづくり業界の理解が深まるはずです。是非セットでご検討ください。

1. Debut Biotechnology​
2. eXoZymes
3. Ginkgo Bioworks
4. Indigo Agriculture​
5. BioConsortia
6. Kula Bio​
7. Pivot Bio​
8. Sound Agriculture​
9. Bolt Threads​
10. Keel Labs​
11. Kraig Biocraft Laboratories​
12. Living Ink Technologies​
13. Modern Meadow​
14. MycoWorks
15. Visolis
16. Air Protein​
17. Calysta​
18. Capra Biosciences​
19. Ecovative
20. Emergy（Meati Foods）

欧州｜スタートアップ・ベンチャー 欧州｜大企業

1. Dow​

2. LyondellBasell Industries​

3. Cargill​

4. Kellanova

5. Tyson Foods​

6. P&G（Procter & Gamble）

7. Pfizer​

8. Merck & Co. ​

9. NVIDIA​

10. Archer Daniels Midland (ADM)​​

21. Geltor
22. Manus Bio​
23. Perfect Day​
24. Prolific Machines​
25. Absci
26. Antheia​
27. Lumen Bioscience​
28. Sutro Biopharma​
29. Cemvita Factory​
30. LanzaTech Global​

[共通調査項目]

 (1)企業概要（本社所在地｜設立年｜従業員数）

 (2)技術領域（原料開発｜微生物・細胞開発｜酵素・セルフリー反応｜プロセス開発｜製造技術開発｜下流分離・精製｜最終製品開発）

 (3)バイオ化分野（工業化学｜繊維｜食品｜飼料｜農業・肥料｜化粧品｜香料｜医薬品｜燃料｜その他｜不特定）

 (4)事業動向・事業計画（技術・事業開発の背景・目的｜コア技術・技術開発テーマ｜組織体制・事業部門・開発拠点｜アライアンス事例｜

その他、事業計画・目標指標）

(5)事業・技術開発事例（事例タイトル｜バイオ化分野｜事業化フェーズ｜提供価値・実施目的※｜概要）

(6)特記事項

 ※ 基礎：基礎的・汎用的な研究、微生物向け原料開発等｜大規模：目的物質の生産拡大等｜高機能：産生物の高機能化｜

新機能：新たな機能・価値のある物質の産生｜低コスト：低コスト化を図る施策（短納期含む）｜その他

1. Basecamp Research​
2. Enduro Genetics​
3. EnginZyme
4. AMSilk
5. CO2BioClean​
6. Spintex Engineering​
7. Aerbio
8. Algama Foods​
9. Algenuity
10. Allmicroalgae

1. BASF​
2. Covestro​
3. Croda International​
4. INEOS Group​
5. Arkema​
6. Anheuser-Busch InBev​
7. Symrise​
8. Neste​
9. TotalEnergies​
10. KWS SAAT​

11. Biosyntia
12. Cambrium
13. Insempra
14. Microphyt
15. Phycom
16. Solar Foods​
17. Tropic Biosciences​
18. Octarine Bio​
19. Touchlight Genetics​
20. Electrochaea
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2050年までの市場規模推移・技術ロードマップ・将来展望

工業化学、繊維、食品、化粧品、医薬品、燃料等の主要なバイオ化分野の動向

技術開発事例（20事例）と日本・米国・欧州（EU）・中国・韓国の政策動向

化学メーカー・繊維メーカー・食品メーカー、医薬品メーカー、エネルギー事業者

酵素・触媒、微生物・細胞、タンパク質、バイオマス原料に関連する事業会社

脱炭素・資源循環関連の事業企画や技術開発担当者

商品概要

発刊日:2025年6月27日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_114pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

次世代バイオものづくり産業の技術・市場・政策分析 及び 事業戦略立案支援調査 2025年版［市場・政策分析編］

総合分析編

アプリケーション分析編

2050年までの市場展望を業界ヒアリングと最新の事例・政策分析によって分析しています。 
体系的な調査結果として事業企画・技術開発にご活用ください。

1. バイオものづくりの全体像
2. 市場規模推移
(1) カテゴリ別の市場規模推移（グローバル市場/2024年実績～2050年予測）
(2) カテゴリ別のバイオ化比率の推移（2024年～2050年）
(3) 市場規模推定に紐づく定量情報・指標等

3. アプリケーション別のバイオ化動向
 (1) アプリケーションの位置づけ
(2) バイオ化を図る背景と方向性
(3) バイオ化の課題

4. 技術ロードマップ・トレンド分析
(1) 次世代バイオものづくりの技術カテゴリ
(2) 技術ロードマップ
(3) 業界大手・バイオ技術開発事業者による技術開発事例（20事例）
(4) スタートアップの技術開発事例（技術カテゴリ別）（18事例）
(5) バイオものづくり関連の研究機関（国・地域別）

５. バイオものづくり関連政策・制度
 (1) 主要国の政策比較（時系列ベース）
 (2) 市場拡大に資する制度・規格
６. 注目トピックス
 (1) 次世代バイオものづくり関連のバイオ特許（11事例）
 (2) バイオものづくりとLCA評価の関連性
 (3) カラー別バイオものづくり分類

 （ホワイトバイオ/レッドバイオ/グリーンバイオ等）

企業事例編

政策調査編

１. 工業化学 

２. 繊維

３. 食品

４. 農業・肥料

５. 化粧品

７. バイオものづくり市場の将来像
 (1) グローバル市場のキーワード
 (2) 日本市場の位置づけとキーワード
 (3) 成長ドライバとなる注目トピックス

６. 香料

７. 医薬品

８. 燃料

９. その他（自動車部品、電子部品、 

    製紙、飼料、日用品） 

[アプリケーション分析編 共通調査項目] 

 (1) 定義・範疇とバイオ化の目的 

 (2) バイオ化比率の推移・市場規模に関する指標 

 (3) 技術開発動向 

 (4) 業界大手企業のバイオ化技術採用動向

 (5) 業界内での採用・活用されている施策・制度 

 (6) バイオ化の課題と方向性 

 (7) 特記事項 

※「その他」はバイオ化の目的、技術開発動向、

 バイオ化の課題、方向性を調査

1.  旭化成 
2.  カネカ 
3.  花王 
4.  BASF 
5.  味の素 
6.  トヨタ自動車 
7.  本田技研工業 
8.  武田薬品工業 
9.  電源開発（J-POWER） 
10. 東京ガス 

11．バッカス・バイオイノベーション 
12．CO2資源化研究所 
13．Gel Coat Biomaterials 
14．Spiber 
15．Symbiobe 
16．Ginkgo Bioworks 
17．Living Ink Technologies 
18．Calysta 
19．Microphyt 
20．CellX（賽萊拉）

[企業事例編 共通調査項目] 
 (1) 企業概要
 (2) 技術開発・参入領域
 (3) バイオ化分野

(4) 事業動向・事業計画
 (5) 事業・技術開発事例
 (6) 特記事項

1．日本  
2．米国 
3．欧州（EU） 
4．中国 
5．韓国 

[政策調査編 共通調査項目] 
 (1) バイオものづくりに関する政府方針
 (2) 主要政策
 (3) 補助金制度
 (4) 特記事項
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2050年までの製造量・コスト分析、および技術ロードマップ

グローバル市場におけるグリーン水素製造プロジェクト全65事例の概要

大手企業、スタートアップ、政府によるグリーン水素関連の施策・動向

グリーン水素関連の技術・政策・市場を体系的に把握したい方

エネルギー会社や化学・鉄鋼・電機メーカーなどで脱炭素関連の事業を担う方

研究者・技術者、新規事業担当者、事業企画担当者など

商品概要

発刊日:2024年12月19日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_75pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

グリーン水素の製造計画・コスト分析 及び 国内・グローバル市場の展望 2025年版（2023年～2050年）

総括編

1. グリーン水素に関するマーケットキーワード

2. グリーン水素製造量の推移とポイント

3. グリーン水素製造プラントのグローバル開発状況

4. 業界別の水素活用動向

5. グリーン製造プラントのフェーズ別事例数（国・地域別集計・比較）

6. 日本・米国・欧州の動向比較

7. 技術開発キーワード分析（スタートアップ事例ベース）

8. グリーン水素の低価格化に関する方向性

輸送・貯留編

グリーン水素の先行きが不透明な中で、本調査では製造量やコスト等の定量情報を2050年まで分析しています。
国策として拡大する水素市場における事業企画や技術開発にお役立てください。

製造計画・コスト分析編

1. グリーン水素製造市場規模推移
(1)全水素製造量および低炭素水素・グリーン水素の製造量（2023年～2050年）
(2)低炭素水素におけるカラー別水素製造量の推移（グローバル) 

（2023年～2050年）
(3)水素製造量の総量と低炭素水素の推移（グローバル) （2023年～2050年）

2. 国内製造ポテンシャル分析
(1)国内製造量分析（2023年～2050年）
(2)主要製造プロジェクト概要
(3)国内業界大手事業者による事業方針・指標（旭化成、トヨタ自動車／

千代田化工建設、カナデビア（旧：日立造船））
3. 製造コスト分析

(1)グリーン水素価格および技術ロードマップ
(2)グリーン水素の製造コスト分析

(3) 主要国別のグリーン水素価格に関する指標
  (4) 業界別水素調達価格に関する指標
  (5) 再エネ価格および余剰電力比率を踏まえた低価格化の実現性分析

4. 国・地域別の動向
  (1) 米国・欧州・他主要製造国の水素製造目標

（2030年/2040年/2050年）
  (2) 稼働段階のグリーン水素製造プラント事例
  (3) 海外大手化学メーカー・エンジニアリング会社等による水素製造計画

    （BASF、Dow、LyondellBasell、Bechtel Corporation、Fluor
Corporation、Technip Energies）

5. グリーン水素製造プロジェクト一覧（65事例）
  (1) 日本
  (2) 米国
  (3) 欧州（アイルランド、イギリス、オランダ、ギリシャ、スペイン、ドイツ、デンマーク）
  (4) オーストラリア
  (5) アジア（韓国、中国、インド、カザフスタン、マレーシア）
  (6) 中東・アフリカ（オマーン、サウジアラビア、ナミビア、モーリタニア）
  (7) 南米（コロンビア、チリ、パラグアイ、ブラジル）
6. 水電解装置関連の動向・事例
  (1) 水電解技術（C）の比較
  (2) 主要水電解装置メーALK・PEM・AEM・SOEカー動向

(旭化成、カナデビア（旧：日立造船）、神鋼環境ソリューション、東芝、

        トクヤマ、トヨタ自動車、三菱重工業、Plug Power、Siemens Energy、
thyssenkrupp nucera、Sunfire、ITM Power、Topsoe、
HydrogenPro、Nel、LONGi Hydrogen、PERIC Hydrogen
Technologies)

水素活用・トピックス分析編

1. 水素利用に関する業界動向
  (1) 電力業界
  (2) 製鉄業界
  (3) 都市ガス業界
  (4) 電機業界（定置用燃料電池関連）
  (5) 自動車業界（FCV関連）
2. 供給・利用拡大に向けたトピックス分析
  (1) カーボンクレジット・カーボンオフセット活用
  (2) 低炭素水素の指標・定義
  (3) 低価格化に向けた技術・実証
  (4) 補助金・支援制度
  (5) 供給・利用拡大に向けたカラー別水素の動向

スタートアップ事例編

グリーン水素関連スタートアップ(23事例）
(X-Scientia、Ecolectro、Electric

Hydrogen、HIF Global、Infinium、
Verdagy、GeoPura、Green Hydrogen 
Solutions、Octopus Hydrogen、Protium、
Enapter、Hy2gen、INERATEC、
Hydrogenious LOHC Technologies、
Sunfire、ELOGEN、GEN-HY、Lhyfe、
Everfuel、HydrogenPro、Egen Energy、
H2PRO、Hydrolite)

1. 水素輸送方法（水素キャリア）の比較

2. 輸送プロジェクト

  (1) 海外から日本への輸送

 (2) 日本国内の輸送

  (3) 海外の水素輸送
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[米国・欧州版] バイオものづくりスタートアップ事例 及び 技術開発・資金調達総覧 2024年版

B-10

全86事例（米国38事例、欧州48事例）の最先端スタートアップ動向

微生物開発、プロセス開発、生産技術開発など参入領域別の動向分析

各社の資金調達情報・リードVC・資金調達額（シリーズAを整理）

脱炭素、脱石油、微生物・酵素関連の事業を企画する立場の方

体系的に整理された海外の先行事例から技術動向を把握したい方

長期的視点での技術トレンドや自社技術との関連性を整理したい方

総括分析編 1. リスティング結果と米国・欧州のバイオものづくりの市場動向
2. スタートアップの主要参入領域

(1)スタートアップ企業数と市場概要
(2)参入領域別の比率（欧米／米国／欧州）

3. スタートアップ一覧（86事例）
4. スタートアップのバイオ化分野

(1)バイオ化分野別の動向
(2)バイオ化分野の比率

5. 資金調達額ランキング（シリーズAベース）
6. 工業化学分野の動向分析

(1)バイオものづくり技術開発に向けた注目技術
(2)事業撤退・買収の動向と市場課題

7. バイオものづくり産業における主要VC・アクセラレータ
(1)米国
(2)欧州
(3)その他

8. スタートアップ輩出実績を有する主要大学・研究機関
9. 設立10年超のスタートアップ
(ARD／Arzeda／Bcomp／Bio Base Europe Pilot Plant（BBEPP）／
Bioprocess Pilot Facility／Conagen／Crysalis Biosciences／Genomatica／
Gevo／Ginkgo Bioworks／JeNaCell／LanzaTech Global／Lygos／
Newlight Technologies／TeselaGen Biotechnology／Twist Bioscience／XLSI Bio)

脱炭素技術への投資が進む米国・欧州のスタートアップ動向を把握できます。工業化学、医薬品、食品などの幅広い分野で
開発が進む最先端のバイオ化事例の調査結果を、事業戦略・アライアンス戦略にお役立てください。

スタートアップ

事例調査編

1. 米国スタートアップ

商品概要

発刊日:2024年5月29日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_117pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 66,000円

企業ライセンス版PDF         99,000円

グループライセンス版PDF   165,000円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

2. 欧州スタートアップ

(1)Fornia BioSolutions
(2)Napigen
(3)MicroByre
(4)Debut Biotechnology
(5)Wild Microbes
(6)Industrial Microbes
(7)Checkerspot
(8)Cemvita Factory
(9)Tidal Vision
(10)Solugen
(11)Bucha Bio
(12)AFINGEN

(13)Perlumi
(14)Boost Biomes
(15)C16 Biosciences
(16)Liberation Labs
(17)Antheia
(18)Phase Genomics
(19)Tierra Biosciences
(20)Senti Biosciences
(21)‍64xBio
(22)Element Biosciences
(23)Microbial Machines
(24)Demetrix

(25)Isolere Bio
(26)Asimov
(27)Felix Biotechnology
(28)Windfall Bio
(29)Robigo
(30)LifeFoundry
(31)Ansa Biotechnologies
(32)Metastate
(33)sirius biotechnology
(34)DMC Biotechnologies
(35)Andes Ag
(36)Pow.bio

(37)Illium Technologies
(38)Culture Biosciences

(1)Swedish Algae Factory
(2)EV Biotech
(3)Phase Biolabs
(4)Cradle
(5)Abolis Biotechnologies
(6)Eranova
(7)b.fab
(8)FabricNano
(9)CO2 Bioclean
(10)Ecohelix
(11)Lactips
(12)Notpla

(13)Green Basilisk
(14)Sulapac
(15)Woodio
(16)Spintex
(17)Xampla
(18)BeFC
(19)BIO INX
(20)Cresco Biotech
(21)Waga Energy
(22)COLIPI
(23)Phycobloom
(24)Bioomix

(25)Aphea.Bio
(26)Deep Branch Biotechnology
(27)Infinite Roots
(28)Kyomei
(29)Pacifico Biolabs
(30)Entogreen
(31)Core Biogenesis
(32)Senara
(33)Chromologics
(34)Formo
(35)Bon Vivant
(36)Resolve Biosciences

(37)Bactobio
(38)Green Elephant Biotech
(39)Opna Bio
(40)Ekolive
(41)TOOPI ORGANICS
(42)MicrobesNG
(43)Evonetix
(44)MORF
(45)BioMillenia
(46)Unicorn Biotechnologies
(47)Arrhenius
(48)CarbonWorks

[スタートアップ事例調査編 共通調査項目］➀企業概要 ②参入領域 ③バイオ化分野 ④事業概要
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次世代バイオものづくり産業の技術・市場・政策分析及び事業戦略立案支援調査 2024年版

B-11

主要化学メーカーや自動車関連メーカーのバイオ素材への取り組みやアライアンス状況など

業界を問わず幅広くバイオ化事例を整理・分析（2021年～2023年を対象に147件を整理）

日本・米国・欧州・中国・韓国の政策・制度・主要機関を比較分析

バイオものづくり関連の技術・政策・市場を体系的に把握したい方

化学メーカー、自動車関連メーカー、政府の動向を把握したい方

研究者・技術者、新規事業担当者、事業企画担当者など

石油からバイオ原料への転換により、新たな産業革命が起きようとしています。
時代の転換点におけるビジネスチャンス獲得、事業戦略の立案にお役立てください。

商品概要

発刊日:2024年2月9日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_129pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF     99,000円

企業ライセンス版PDF          148,500円

グループライセンス版PDF   247,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます

総括編
7. 自動車関連メーカーによるバイオ化の取り組み

(1)事業ステージと活用原料の傾向分析（全体事例）
(2)バイオ化分野の傾向分析（事業ステージ別）
(3)全体事例一覧

(4)事業化
(5)開発
(6)構想

8. アライアンス整理
(1)化学メーカーのアライアンス展開
(2)自動車関連メーカーのアライアンス展開

9. バイオ関連特許の整理
10. 分野別のバイオ化の時系列整理と展望（2000年～2050年）

（自動車関連、家電・電機関連、建材・資材関連、繊維製品関連、

包装フィルム・容器関連）

11. バイオ化事例分析
（バイオプロセス関連、自動車関連、家電・電機・建材・

資材関連、繊維製品関連、包装フィルム・容器関連、

日用品・専門品関連、その他）

(1)バイオ化分野ランキング

(2)バイオ化分野の対象と展開企業の特徴
12. バイオものづくり政策・制度に関する国・地域比較

（日本・米国・欧州・中国・韓国）

(1)政策・支援制度・主要機関の比較
(2)注力度比較

13. バイオものづくり産業に関する政府機関等による経済試算

（投資規模・経済規模・市場規模など）

1. バイオものづくり産業の市場開拓シナリオ（2020年～2050年）

2. 次世代バイオものづくり関連技術・市場の動向
(1)開発フェーズ別の技術展開

（微生物開発・プロセス開発・製造技術開発・製品開発）

(2)注目が集まる背景
(3)注目企業動向（スタートアップなど）
(4)主要化学メーカーの技術開発動向

3. 大手化学メーカー5社の取り組み比較
（三菱ケミカルグループ／住友化学／旭化成／東レ／三井化学）

4. 主要化学メーカーのバイオ化推進計画・目標事例

5. 自動車領域におけるバイオ化動向
(1)バイオ化している自動車の部位 

     （内装部品・内装材、外装部品・外装材、装置部品・機構部品、その他）

(2)バイオ化の時系列整理と展望（2000年～2050年）
6. 化学メーカーによるバイオ化の取り組み

(1)事業ステージと活用原料の傾向分析（全体事例）

(2)バイオ化分野の傾向分析（事業ステージ別）
(3)全体事例一覧
(4)事業化

(5)開発
(6)構想

化学メーカー調査編

1. 三菱ケミカルグループ

2. 住友化学
3. 旭化成
4. 東レ

5. 三井化学
6. 富士フイルム
7. 積水化学工業

8. レゾナック
9.  DIC

10. 三菱瓦斯化学

11. クラレ
12. カネカ
13. ダイセル

主要アプリケーション調査編
（自動車業界）
1. トヨタ自動車

2. 本田技研工業
3. マツダ
4.  日産自動車

5. スズキ
6. デンソー
7. トヨタ紡織

8. 豊田合成
9. 日本精工
10. その他の自動車関連メーカーの動向

(SUBARU／三菱自動車工業／
いすゞ自動車／日野自動車／NOK／
テイ･エス テック)

事例調査編（147事例）

1. バイオプロセス関連

(1)バイオ原料・微生物開発関連
(2)プロセス開発関連
(3)製造技術開発関連

(4)誘導体・基礎原料関連
2. 自動車関連
3. 家電・電機・建材・資材関連

4. 繊維製品関連
5. 包装フィルム・容器関連
6. 日用品・専門品関連

7. その他

政策調査編

1. 日本

2. 米国
3. 欧州
4. 中国

5. 韓国

14. UBE

15. 日本触媒
16. JSR

17. デンカ

18. ADEKA

19. 日本ゼオン
20. 東洋インキSCHD

21. 住友ベークライト
22. アイカ工業
23. 日油

24. 日本化薬
25. グリーンケミカルズ

[化学メーカー調査編 共通調査項目］

(1)バイオ関連の取り組み状況・取り組み背景

(2)取り組み事例・事業化動向

(3)アライアンス動向

(4)バイオ関連特許情報

(5)その他特記事項 ※該当企業のみ

[主要アプリ調査編 共通調査項目］

(1)バイオ関連の取り組み状況・取り組み背景

(2)取り組み事例・事業化動向

(3)アライアンス動向

(4)バイオ関連特許情報

※「10．その他の自動車関連メーカーの動向」の

調査項目は下記の通り

企業名／業態／事業ステージ／活用原料／

バイオ化部位／概要

[政策調査編 共通調査項目］

(1)バイオものづくり関連政策

(2)関連支援制度と予算額

(3)主要機関
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CO2回収技術およびCCS市場の将来展望 2023年版

B-12

2050年に向けた国内CCS市場の動向・方向性

市場規模推移・予測(施設稼働数／年間CO2貯留量／累計CO2貯留量／日本)

CCSによって生み出される市場価値試算(金額／日本)

CCS市場の最新動向を把握したい方(当調査報告書は国内市場を整理)

CO2分離・回収技術、CCS関連技術、および参入プレーヤーを整理したい方

脱炭素化に関する事業計画や戦略を策定する立場の方

1. CO2回収・ CCSに関する日本の政策・施策

(1)2050年に向けた動向・方向性

(2)経済産業省などによる施策

(3)新法整備・関連法案への準拠に関する対応動向

(4)CO2回収技術の開発支援

2. 市場規模推移および将来展望

(1)市場規模推移(2020年～2025年／2030年／2035年／2040年／2045年／2050年)(数量ベース／日本)

(2)CCSによって生み出される市場価値試算(2022年／2030年／2040年／2050年)(金額ベース／日本)

(3)炭素価格の動向

(4)社内炭素価格・インターナルカーボンプライシング(ICP)制度の導入事例

(5)CCS市場拡大に向けたファクター分析

(6)グローバルCCUS市場の動向を踏まえた日本の位置付け・方向性

3. CCS案件の整理・分析

(1)CCS事業本格展開に向けた先進的CCS事業の概要

(2)国内CCS関連実証試験の概要

(3)先進的CCS事業・国内CCS関連実証試験を踏まえたCCS案件の分類項目

(4)CO2分離・回収方法の分類別導入状況と動向

4. CO2回収・CCS関連技術とプレイヤー概要

5. エネルギー関連事業者によるCCS関連の取り組み状況

(1)業態別の動向

(2)主要企業による展開動向

6. 海外動向

(1)国・地域別の市場動向と企業・プロジェクト事例

(2)海外主要企業の位置付け

7. 関連トピックス

(1)注目技術動向

(2)CCU・水素との関わり

この調査の詳細はこちら

この調査の詳細はこちら

商品概要

発刊日:2023年10月10日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_28pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

ご担当者様へ

日本政府が2030年のCCS事業化を目標に掲げていることから、今後数年間で国内CCS市場は大きく前進すると見込まれます。
定量・定性の両面から市場を俯瞰できる体系的な情報として貴社事業にお役立てください。

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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CO2ケミカル・燃料化技術の最前線と戦略・市場の将来展望 2023年版

B-13

CO2資源化に関する全10品目の国内市場規模分析

ファーストムーバーとして市場参入している事業者動向、日本政府の取り組み

CO2資源化技術が求められる社会的背景や注目トピックス

脱炭素化に関する事業計画や戦略を策定する立場の方

新エネルギーベースの事業構造への転換を新規に企画している方

CO2の有効的な活用方法、技術開発の動向を整理したい方

総合分析 1. CO2資源化市場の全体俯瞰
(1)脱炭素化に向けた市場の位置付け
(2)市場規模推移と市場動向のポイント
(3)CO2資源化技術が求められる社会的背景
(4)グローバル市場を見据えた日本の方向性

2. 市場規模予測(2020年～2030年／2035年／2040年／2050年)(金額ベース／日本)
(1)カテゴリ別市場規模
(2)個別市場規模

3. 社会実装に向けたマイルストーン(2020年～2050年)
4. 政府・公的機関の動向

(1)NEDO・GI基金による技術開発支援状況
(2)社会実装・事業自立化に向けて議論されているポイント

5. カーボンクレジット・イニシアチブの動向 
(1)CO2国際取引におけるCO2排出量算定の考え方・ルール化の動き
(2)CO2資源化に関するクレジット活用の動向・方向性
(3)国際ルール・イニシアチブの種類と動向

6. CO2回収・貯留技術の概況
(1)CO2回収・貯留技術の位置付け
(2)技術領域別動向

7. 社会実装に向けたトピックス
(1)CO2資源化市場を構成する主要企業組織
(2)化学品メーカーの戦略方向性
(3)水素・再エネとの関係性
(4)グローバル市場展開を想定した際の課題留意事項

CO2資源化は化石燃料ベースで構築された勢力図を刷新し、新しいビジネスチャンスを生み出す領域です。
2050年までの市場規模予測、参入企業や政府の動向などから、貴社のビジネスチャンスの想起にお役立てください。

個別市場分析 1.ケミカル利用
(1)ポリカーボネート
(2)ポリウレタン
(3)パラキシレン
(4)メタノール

2．燃料利用
(1)e-methane
(2)e-fuel
(3)バイオメタノール
(4)バイオ燃料

3．鉱物・化成品利用
(1)セメントコンクリート炭酸塩
(2)バイオプラスチック

[Ⅱ. 主要国・地域別分析 共通調査項目］
➀市場概要
②市場規模推移(日本)(2020年～2030年／2035年／2040年／2050年)
③アプリケーション動向
④技術課題・市場課題
⑤主要参入事業者の動向
⑥政府による支援方針
⑦コスト／価格動向
⑧CO2排出原単位指数／CO2排出削減量の動向

商品概要

発刊日:2023年8月10日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_124pages
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グループライセンス版PDF 247,500円
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ
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海外の水素関連政策から読み解くグローバル水素市場の展望と日本の位置付け

B-14

海外11ヵ国・地域の水素関連政策・主要企業・協会の概要

「水素輸出型」「地産地消型」「水素輸入型」「ハイブリッド型」に分類した各国地域の動向

グローバル水素市場において水素輸入国となる日本の課題・トピックス

エネルギー会社、エンジニアリング会社などで水素関連の事業計画・戦略を策定する立場の方

水素(脱炭素)関連市場へのビジネスを新規に企画している方

脱炭素関連市場における海外政府の注力ポイントを整理したい方(当調査は水素ベースで整理)

総合分析 1. 主要国・地域における水素政策の動向と方向性

(1)グローバル水素市場の展望

(2)水素に関する国家施策・ロードマップの策定状況

(3)水素関連の中長期的な達成指標・マイルストーン(2020年～2050年)

(4)各国地域における水素活用の方向性

2. グローバル水素市場および日本の位置づけと将来展望(2022年～2050年)

(1)カラー別グローバル水素供給量(グリーン水素／ブルー水素／グレー水素)と日本の位置付け

(2)日本のカラー別水素供給量シミュレーション(グリーン水素／ブルー水素／グレー水素)

(3)再エネキャリアであるグリーン水素調達に関する課題

3. グローバル水素市場の動向と日本の位置付け

(1)水素の輸出入に関する各国地域の位置付け(自給自足型／輸出型／輸入型／ハイブリッド型)

(2)日本を取り巻く主要国地域との関係性

(3)グリーン水素生産国の概況と日本との親和性

4. 水素輸入国である日本の課題・トピックス

(1)国際水素サプライチェーンにおける水素キャリアの概況(液化水素／アンモニア／MCH／e-メタン)

(2)水素キャリアに関する注目技術

5. グローバル水素市場への参入を想定した際のポイント留意事項 

6. 水素社会実現に向けた国際的な組織・協会・団体

エネルギー市場のビジネスにおいて、水素に関する動向把握は避けては通れないものとなっています。
諸外国の水素政策を通して、グローバル水素市場の動向と日本の位置付けを把握し、ビジネスチャンスの想起にお役立てください。

主要国地域別分析 1. 米国

2. 欧州

3. ドイツ

4. イギリス

5. フランス

6. 中国

[Ⅱ. 主要国地域別分析 共通調査項目］

(1)脱炭素化推進に向けた水素関連政策の概況方向性

(2)水素関連政策

(3)水素関連の推進機関・協会・団体

(4)水素関連企業

なお、「12.その他の国地域」については、

「水素関連政策」、「水素関連企業」のみを調査した。

7. 韓国

8. インド

9. オーストラリア

10. 中東(サウジアラビア・UAE・その他)

11. 南米(チリ・ブラジル・その他)

12. その他の国地域
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

コンテンツを探す

コンテンツを探す

axetimes Report

水素エネルギー陣営・政府の戦略と市場の最前線

B-15

日本政府による水素関連政策、および現在議論されているポイント

主要業態別の水素関連市場の現状・方向性

エネルギー市場における水素の位置付け(電化・アンモニア等を踏まえた整理)

エネルギー会社、エンジニアリング会社などで水素関連の事業計画・戦略を策定する立場の方

水素(脱炭素)関連市場へのビジネスを新規に企画している方

脱炭素関連市場への政府の関わり方を整理したい方(当調査は水素ベースで整理)

総合分析 はじめに:水素に注目が集まる背景

1. グローバル市場における日本の位置付け

2. 水素エネルギー陣営と政府の戦略

(1)日本政府の方向性

(2)注目ターゲット市場・キーワード

3. 水素の社会実装に向けたマイルストーン・方向性

(1)日本政府が示す主な指標政策(時系列)

(2)日本政府が示す中期目標(2030年段階)／長期的な指標

(3)業態別水素社会実装に向けた取り組み

4. 水素市場における業態別動向

1. エネルギー市場における水素の位置付け

(1)電力・非電力に対する水素の位置付け

(2)主要アプリケーション別の位置付け(電化・アンモニア比較)

2. 日本の水素エネルギー関連推進施策

(1)水素社会実現に向けた主要施策

(2)政策推進関連の委員会等

(3)委員会等で議論されているポイント

(4)グリーンイノベーション基金事業における事業概要と支援規模

(5)その他補助金動向(2023年度)

水素はエネルギー市場で日本がイニシアチブを発揮できる新たな成長産業であり、国策として官民連携の投資が進んでいます。
グローバル市場で長期的な拡大が見込まれる水素関連市場に対するビジネス機会の想起などにお役立てください。

市場分析 3. カラー別水素エネルギーの動向(グレー／ブルー／グリーン)

(1)製造方法別の水素分類

(2)水素供給量シミュレーション

4. 水素エネルギーの国内供給力と製造基盤構築への動き

5. 水素低コスト化に向けた方向性と主な取り組み

6. 海外市場の動向

(1)水素製造・日本向け供給に関わる主要国・エリアの概況

(2)国・エリア別の水素関連政策(米国・中国・ドイツ・イギリス・インド)

7. 水素とアンモニアの関連性

(1)エネルギー市場におけるアンモニアの位置付け

(2)アンモニアの「活用」を想定した際の水素との比較

(3)カラー別アンモニアの動向 (グレー／ブルー／グリーン)

【参考】水素キャリアの比較

（液化水素・アンモニア・MCH・メタネーション)

8. 電気エネルギー普及を踏まえた水素の位置付け

(1)ガス化(水素利用)が見込まれる領域

(2)利用形態別エネルギー効率を踏まえた電力と水素

9. 市場トピックス分析

(1)地産地消ニーズによる水素関連市場の動向

(2)規格化・標準化・ルールメイキングへの動き

(3)水素関連スタートアップ企業の動向

(4)水素市場におけるCCS・CCU・CCUS

業態別動向 1. 電力会社

2. 都市ガス会社

3. 自動車会社

4. 製鉄会社

5. 燃料電池製造会社(産業用定置型燃料電池)

6. エンジニアリング会社

7. その他水素関連会社※

[業態別動向 共通調査項目］

(1)全体像

(2)政府業界目標に向けた主要各社の動向

（2020年～2050年）

(3)政府・公的機関の取り組み

(4)日系企業の動向

(5)海外企業の概要

(6)水素社会実現に向けた取り組みキーワード

※「 7. その他水素関連会社」については、

「日系企業の動向」「海外企業の概要」のみを調査

市場分析
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

戸建住宅の設備・エネルギー及び太陽光発電・蓄電池の利用実態に関する調査

B-16

戸建住宅建築の顧客ニーズや設備トレンドを知りたい

電力会社・ガス会社のシェア状況を把握

住宅建築の屋根トレンドを知りたい

戸建住宅販売事業者様

分譲マンションのストック数を把握したいマンション管理会社

エネルギー会社様

戸建住宅ストックの
トレンド実態

1.戸建住宅を購入する際に重視するポイント

2.地域別ハウスメーカー・ビルダー・工務店の構成比

3.地域別住宅取得価格比較(地域別:関東・中部・関西・その他、全国)

4.地域別住宅取得価格:注文戸建(建屋のみ)

5.地域別住宅取得価格:[分譲戸建(土地と建屋)］

6.地域別住宅取得価格:[中古戸建(土地と建屋)(リノベーション済含む)］

7.地域別屋根形状構成比

(寄棟屋根・方形屋根・切妻屋根・片流れ屋根・陸屋根・その他)

8.地域別屋根素材構成比(瓦屋根・サイディング・他素材等)

9.地域別屋根種類構成比(屋根形状×屋根素材)

axetimes Report

蓄電池の導入分析・顧客分析を徹底して行いたい 蓄電池システム販売事業者様

戸建住宅の設備・
エネルギーの採用状況

(ZEH、太陽光発電、燃料電池、蓄電池、全館空調、宅配ボックス、電子錠)

1.全国

2.地域別(関東・中部・関西・その他)
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太陽光発電・
蓄電池の利用実態

1.蓄電池を持つ人の意識属性

2.太陽光発電のトラブル経験

3.「太陽光発電・蓄電池セット」案件の太陽電池メーカー(販売元)

4.「太陽光発電・蓄電池セット」案件の太陽光発電の導入出力

5.「太陽光発電・蓄電池セット」案件の太陽光発電パワーコンディショナー

6.太陽光発電の売電先

7.蓄電池導入検討時に重視したポイント

8.蓄電池導入検討時の情報収集方法

9.蓄電池の導入ルート

10.蓄電池の導入費用(本体＆工事費)

11.蓄電池の導入理由・目的

12.蓄電池の設置場所

13.蓄電池シェア(市場導入済ベース)

14.蓄電池の運転モード(最も利用される運転モード)

15.蓄電池の懸念点への意識(メンテナンスビジネスの可能性)

16.蓄電池を導入している家庭の光熱費等

17.家庭内で注目されるトピックス
戸建住宅領域における
電力会社・都市ガスの
シェア状況

1.電力会社・都市ガスシェアグラフ(関東・中部・関西)

2.電力会社シェア一覧(関東・中部・関西)

3.都市ガス会社シェア一覧(関東・中部・関西)
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ
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axetimes Report

C-1

DPPの制度設計の最新情報と主要国のDPP関連政策

CIRPASS-2等の企業事例、業界内の議論や政策提言の動き

主要国のDPP導入度のスコアリングや市場インパクト分析

化学メーカー・電機メーカー・繊維メーカー・ITベンダー・商社

バッテリー・電機・繊維・アパレル・建設製品・鉄鋼関連向け事業会社

ESG推進・資源循環・脱炭素関連の事業企画や商品開発担当者
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デジタルプロダクトパスポートのグローバル政策・業界対応・市場動向に関する調査 2025年版

1. 調査結果サマリ
(1)DPPの全体像
(2)主要トピックス別のキーワード
(3)DPP導入度のスコアリング（国・地域別/2025年～2035年）

2. 制度設計の概要（EU政策ベース）
(1)DPPの定義・導入背景・目的
(2)運用ルール等に関するEUの動き
(3)導入開始までの主な事項（2025年～2030年）
(4)制度に紐づく個別施策
(5)DPPの優先的対象領域と求められる情報
(6)先行事例「Battery Passport（バッテリーパスポート）」の規定
(7)バッテリーパスポートの記載事項
(8)制度設計に紐づく第三者機関

3. 国・地域別のDPP関連政策
(1)国・地域別比較（EU、日本、米国、中国）
 (2)EU
(3)日本
(4)米国
(5)中国

先行するバッテリーに次いで繊維・建設製品・鉄鋼等の優先領域も明示され、DPPの導入が目の前に迫っています。
制度設計だけでなく業界への影響を分析した体系的な調査結果として事業推進・戦略立案にご活用ください。

4. DPP導入における産業界への影響
(1)DPPに紐づく市場環境の変化のポイント
(2)業界別の影響可能性の考察

（バッテリー、繊維・アパレル、建設製品、鉄鋼・アルミニウム、家具・マットレス、タイヤ、ICT・電子機器、
エネルギー関連機器、包装材、化学品、自動車（完成車）、化粧品・香料、農業資材・肥料、食品・飼料、
医薬品／医療機器）

(3)DPP導入による市場インパクト分析（EU市場/バッテリー・繊維・アパレル・建設製品）
(4)大手企業のDPP関連政策への対応事例

（①日本企業：トヨタ自動車、デンソー、帝人、パナソニック、丸紅、NEC、NTTデータ）
（②海外企業：Audi、CATL、BASF、LyondellBasell、H&M、Circularise）

(5)CIRPASS-2の実証事例（主導企業と実証概要）
（IOXIO、Kezzler、EON Group Holding、Avery Dennison（atma.io）、TripleR、Scantrust、Michelin、

Cobuilder、Arçelik（Beko）、ZVEI（DDCC）、Whatt.io、OBADA、Ekodenge）
(6)規制・施策による新規ビジネス・市場拡大領域
(7)業界内の議論や政策提言の動き

5. 関連政策とDPPの位置付け
(1)DPPの位置付けと他政策との関連性
 (2)資源循環関連の政策カテゴリ
(3)カテゴリ別の代表的な政策

[３．国・地域別のDPP関連政策]の共通調査項目
  ①資源循環型産業への移行に関する方針・動向・DPP導入可能性
 ②DPPに関連する主要施策
  ③規格化・法制化に向けた議論の枠組み・参加者・議論のポイント
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日本・米国・欧州を中心としたグリーンウォッシュ規制の整理・比較

エネルギー、化学、製鉄、自動車（EV・バッテリー）の業界・企業事例

認証・評価基準、イニシアチブ、国際機関などの整理を含めた体系的理解

エネルギー会社や化学・鉄鋼メーカーなどで脱炭素関連の事業企画を担う方

サステナビリティ・ESG関連の企画・戦略策定を担う方

欧州、米国、アジアなど海外の脱炭素関連政策の調査を担う方
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この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら
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PDF画面で「クリック」できます

グリーンウォッシュ禁止指令 地域規制・業界事例・市場動向に関する調査 2024年版

総括分析編（背景・市場分析、地域・業界比較など）

1. グリーンウォッシュ規制の背景
2. グリーンウォッシュ規制に関するキーワード
3. グリーンウォッシュ規制の市場概況（国・地域別、業界別）
4. グリーンウォッシュ規制に関する国際動向
5. グリーンウォッシュ規制に関する欧州・米国・日本の比較

(1)時系列動向
(2)政策・推進機関の動向
(3)経済的インパクト分析

6. 業界動向比較（エネルギー（電力・再エネ、新燃料・水素）、化学、製鉄、自動車）
7. 脱炭素施策とグリーンウォッシュ規制の関連性
8. 個別トピックス分析

(1)グリーンウォッシュ禁止指令（グリーン・クレーム指令、GCD）に紐づく欧州の動向
(2)グリーン表記から厳密な定義・規格化の動向（水素の事例）
(3)グリーンウォッシュ対策に繋がる注目企業・スタートアップ

       （BeZero Carbon Rating、Emitwise、Foodsteps、Net Purpose、
Flexidao、Ecocrumb、Finch、オンド）

(4)グローバル市場展開を想定した際の課題留意事項
9. グリーンウォッシュに紐づく議論と今後の方向性

詳細分析編（地域規制、業界・企業事例、国際機関など）

1. 国・地域別のグリーンウォッシュ関連施策・法規制
(1)欧州
(2)米国
(3)日本
(4)その他（インド、オーストラリア、韓国、中国）

2. 業界別動向
(1)エネルギー業界（電力・再エネ関連）
(2)エネルギー業界（新燃料・水素関連）
(3)化学業界（工業化学関連）
(4)製鉄業界
(5)自動車業界（EV・バッテリー関連）

3. 企業事例
(1)主要企業のグリーンウォッシュ規制対応（JERA、川崎重工業、三井化学、日本製鉄、CATL）
(2)罰則・勧告などの実例

4. 主要な脱炭素施策とグリーンウォッシュ規制の関連性
(1)カーボンクレジット・カーボンオフセット
(2)ESG債・グリーンボンド
(3)マスバランス方式（ISCC認証）
(4)DPP（デジタルプロダクトパスポート）

5. 認証・評価基準・イニシアチブ
6. グリーンウォッシュ規制に関する国際機関
[参考]目標設定やボランタリークレジット使用などに関する推奨事項

今後、グリーンウォッシュ規制は全ての業界・企業に影響を与えるテーマになることが予想されます。
早期の対策・戦略策定の必要性を社内に発信するために本調査をお役立てください。
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

axetimes Report

デジタルプロダクトパスポートのグローバル政策・業界対応・市場動向に関する調査 2023年版

C-3

DPPに関する現在の市場概況、市場変化のキーワード、今後の方向性

欧州・米国・中国・日本の政策やDPP関連の機関・組織の動向

業界別の影響可能性、主要企業の動向、バッテリーパスポートなどの事例

DPPに関する政策や市場動向を体系的に把握したい方

主要国・地域のDPP対応動向を把握したい方

サーキュラーエコノミー ・資源循環型の事業開発を推進する立場の方

1. DPPの定義導入の目的

2. DPPに関する市場概況と方向性

(1)DPPに関するキーワードと位置付け

(2)DPP市場の概要・まとめ

(3)DPPに紐づく市場環境の変化

(4)市場変化のキーワード・方向性

3. DPPに関する国内・海外の動向(欧州・米国・中国・日本)

(1)国・地域別の動向

(2)時系列ベースの動向

(3)DPPに関連する今後の予定

(4)DPPに関する方針・概況

(5)DPP・資源循環型産業への移行に関する方針動向

(6)DPPに関する市場影響分析(欧州・米国・中国・日本)

4. DPP関連の法規制・施策

(1)欧州

(2)米国

(3)中国

(4)日本

5. DPPを主導する機関・組織

6. 業界別の動向・影響可能性

(1)DPPに関する主要業界における動向

(2)DPPの対象として想定される製品

7. 国内・海外の主要企業のDPP関連対応動向

8. DPPに関する事例

(1)バッテリーパスポート／電池パスポート

(2)情報インフラ・統合データ基盤構築

9. DPPを実現するためのデジタル技術

10. DPP関連ソリューションベンダの動向

商品概要

発刊日:2023年11月14日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_31pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

ご担当者様へ

DPPによる市場変化を捉えることは、市場からの締め出しを回避し、更には新たな製品戦略にも繋がる重要なテーマとなります。
貴社の今後の事業活動に当調査報告書をお役立てください。

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

[イギリス版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

C-4

イギリスのカーボンニュートラル関連への取り組み特徴

領域別の注力度・計画、関連施策・補助金などの支援策

カーボンプライシングの動向、ボランタリークレジット取り扱い企業・団体や取引市場

エネルギー会社やエンジニアリング会社、メーカーなどの研究者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

海外市場の動向を把握したい方

1.カーボンニュートラル関連への取り組み特徴

2.カーボンニュートラル関連での注力領域(投資領域や投資額など)

3.カーボンニュートラル達成への計画

4.カーボンニュートラル関連政策

5.カーボンニュートラル関連支援制度と予算額(助成金・補助金・減税など)

6.カーボンプライシング／炭素税

7.カーボンプライシング／排出量取引

8.CO2排出量推移

9.CO2排出用途

10.カーボンクレジット制度の種類

11.取引市場

12.関連政府機関民間機関

脱炭素は国地域レベルの取り組みであり、政策は関連産業および現地企業を育てます。
「国策からビジネスを考える」。こうした視点から是非ご活用ください。

商品概要

発刊日:2023年4月3日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_22pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

[ドイツ版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

C-5

ドイツのカーボンニュートラル関連への取り組み特徴

領域別の注力度計画、関連施策・補助金などの支援策

カーボンプライシングの動向、ボランタリークレジット取り扱い企業・団体や取引市場

エネルギー会社やエンジニアリング会社、メーカーなどの研究者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

海外市場の動向を把握したい方

1.カーボンニュートラル関連への取り組み特徴

2.カーボンニュートラル関連での注力領域(投資領域や投資額など)

3.カーボンニュートラル達成への計画

4.カーボンニュートラル関連政策

5.カーボンニュートラル関連支援制度と予算額(助成金・補助金・減税など)

6.カーボンプライシング／炭素税

7.カーボンプライシング／排出量取引

8.CO2排出量推移

9.CO2排出用途

10.カーボンクレジット制度の種類

11.取引市場

12.関連政府機関・民間機関

脱炭素は国・地域レベルの取り組みであり、政策は関連産業および現地企業を育てます。
「国策からビジネスを考える」。こうした視点から是非ご活用ください。

この調査の詳細はこちら

この調査の詳細はこちら

商品概要

発刊日:2023年3月14日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_17pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

[インド版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

C-6

インドのカーボンニュートラル関連への取り組み特徴

領域別の注力度計画、関連施策補助金などの支援策

カーボンプライシングの動向、ボランタリークレジット取り扱い企業団体や取引市場

エネルギー会社やエンジニアリング会社、メーカーなどの研究者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

海外市場の動向を把握したい方

1.カーボンニュートラル関連への取り組み特徴

2.カーボンニュートラル関連での注力領域(投資領域や投資額など)

3.カーボンニュートラル達成への計画

4.カーボンニュートラル関連政策

5.カーボンニュートラル関連支援制度と予算額(助成金・補助金・減税など)

6.カーボンプライシング／炭素税

7.カーボンプライシング／排出量取引

8.CO2排出量推移

9.CO2排出用途

10.カーボンクレジット制度の種類

11.取引市場

12.関連政府機関・民間機関

脱炭素は国・地域レベルの取り組みであり、政策は関連産業および現地企業を育てます。
「国策からビジネスを考える」。こうした視点から是非ご活用ください。

商品概要

発刊日:2023年1月26日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_15pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

[中国版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

C-7

中国のカーボンニュートラル関連への取り組み特徴

領域別の注力度・計画、関連施策・補助金などの支援策

カーボンプライシングの動向、ボランタリークレジット取り扱い企業・団体や取引市場

エネルギー会社やエンジニアリング会社、メーカーなどの研究者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

海外市場の動向を把握したい方

1.カーボンニュートラル関連への取り組み特徴

2.カーボンニュートラル関連での注力領域(投資領域や投資額など)

3.カーボンニュートラル達成への計画

4.カーボンニュートラル関連政策

5.カーボンニュートラル関連支援制度と予算額(助成金・補助金・減税など)

6.カーボンプライシング／炭素税

7.カーボンプライシング／排出量取引

8.CO2排出量推移

9.CO2排出用途

10.カーボンクレジット制度の種類

11.取引市場

12.関連政府機関・民間機関

脱炭素は国・地域レベルの取り組みであり、政策は関連産業および現地企業を育てます。
「国策からビジネスを考える」。こうした視点から是非ご活用ください。

商品概要

発刊日:2023年1月26日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_23pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

[欧州版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

C-8

欧州のカーボンニュートラル関連への取り組み特徴

領域別の注力度・計画、関連施策・補助金などの支援策

カーボンプライシングの動向、ボランタリークレジット取り扱い企業・団体や取引市場

エネルギー会社やエンジニアリング会社、メーカーなどの研究者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

海外市場の動向を把握したい方

1.カーボンニュートラル関連への取り組み特徴

2.カーボンニュートラル関連での注力領域(投資領域や投資額など)

3.カーボンニュートラル達成への計画

4.カーボンニュートラル関連政策

5.カーボンニュートラル関連支援制度と予算額(助成金・補助金・減税など)

6.カーボンプライシング／炭素税

7.カーボンプライシング／排出量取引

8.CO2排出量推移

9.CO2排出用途

10.カーボンクレジット制度の種類

11.取引市場

12.関連政府機関・民間機関

13.特記事項①EU政策の合意プロセス

14.特記事項②EU ETS

脱炭素は国・地域レベルの取り組みであり、政策は関連産業および現地企業を育てます。
「国策からビジネスを考える」。こうした視点から是非ご活用ください。

この調査の詳細はこちら

この調査の詳細はこちら

商品概要

発刊日:2023年1月10日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_23pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

[米国版調査］カーボンニュートラル政策の取り組み実態と将来展望

C-9

米国のカーボンニュートラル関連への取り組み特徴

領域別の注力度・計画、関連施策・補助金などの支援策

カーボンプライシングの動向、ボランタリークレジット取り扱い企業・団体や取引市場

エネルギー会社やエンジニアリング会社、メーカーなどの研究者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

海外市場の動向を把握したい方

1.カーボンニュートラル関連への取り組み特徴

2.カーボンニュートラル関連での注力領域(投資領域や投資額など)

3.カーボンニュートラル達成への計画

4.カーボンニュートラル関連政策

5.カーボンニュートラル関連支援制度と予算額(助成金・補助金・減税など)

6.カーボンプライシング／炭素税

7.カーボンプライシング／排出量取引

8.CO2排出量推移

9.CO2排出用途

10.カーボンクレジット制度の種類

11.取引市場

12.関連政府機関・民間機関

脱炭素は国・地域レベルの取り組みであり、政策は関連産業および現地企業を育てます。
「国策からビジネスを考える」。こうした視点から是非ご活用ください。

商品概要

発刊日:2023年1月10日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_17pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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ご担当者様へ
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脱炭素の仕組み「クレジット・電力証書・ラベリング・イニシアチブ」に関する調査

C-10

脱炭素を促すクレジット・電力証書・ラベリング制度の網羅的な内容

多様なイニシアチブとトレンド

日本の取り組みについて

エネルギー会社やエンジニアリング会社、メーカーなどの研究者

脱炭素関連のビジネスを企画する立場の方

クレジット・電力証書・ラベリングを組み合わせたビジネスを検討したい方

クレジット・
電力証書・ラベリング編

1.脱炭素・低環境負荷を示すクレジット・電力証書・ラベリング

2.クレジットの種類・取引方式
3.主要クレジット・電力証書(国内・海外)

4.クレジット・電力証書の比較表(国内)

4-1. グリーン電力証書
4-2. J-クレジット
4-3. 非化石証書

5.電力証書の比較表(海外)
5-1. GO(GuArAntee of Origin)
5-2. REC(RenewAble Energy CertificAte)
5-3. I-REC(InternAtionAl RenewAble Energy CertificAte)

6.京都メカニズム(AAU／RMU／ERU／CER)

7.京都メカニズム(共同実施／クリーン開発メカニズム／排出量取引)

8.ボランタリークレジットとは
9.VCS・GS・ACR・CAR比較表

10.ラベリングとは
11.ラベリングとクレジットの比較
12.ラベリング比較表(Green-e Energy／EKOenergy／EU Eco-lAbel)

GX(グリーントランスフォーメーション)の流れは加速し、国連や地域、国の取り組みは、民間レベルへの広がりつつあります。
数年後の脱炭素ビジネス時代を見据えて、制度の仕組み理解向上やビジネス機会の想起などにお役立てください。

イニシアチブ編 13.イニシアチブとは 14. イニシアチブの変遷
15.ニシアチブ比較表国連環境計画・金融イニシアティブ(UNEP FI)
・GRIフレームワーク(Global Reporting Initiative)
・CDPフレームワーク(Carbon Disclosure Project)
・MDGs(Millennium Development Goals)
・CDSBフレームワーク(Climate Disclosure Standards Board)
・IIRCフレームワーク(International Integrated Reporting Council)
・SASBスタンダード(Sustainability Accounting Standards Board)
・GHGプロトコル8Greenhouse Gas）・RE100(Renewable Energy 100%）
・SBT(Science Based Targets）・SDGs(Sustainable Development Goals）
・TCFD(Task Force on Climate-related Financial Disclosures）
・JCI（Japan Climate Initiative）・SPI（Sustainable Product Legislative Initiative）

日本政府の施策集 16.政府による宣言

・2030年目標 ・2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略
17.政府による政策 －政府主体－

・RE100の推進 ・夏季の省エネルギーの取組について ・GXリーグ

18.政府による政策 －家庭などへの呼びかけ－
・COOL CHOICE ・ゼロカーボン・ドライブ ・サステナブル・ファッション
・ゼロカーボンアクション30

19.政府による政策 －地域や企業に対しての施策－
地球温暖化対策のための税
金融のグリーン化推進事業

エネルギー対策特別会計を活用した再エネ・省エネ導入推進
ビヨンド・ゼロを目標とする気候変動問題の解決に向けた3つのアプローチ
みどり食料システム戦略

グリーンイノベーション基金事業
ゼロカーボンシティ実現に向けた地域の気候変動対策基盤整備事業
トランジション・ファイナンス基本指針

地球温暖化対策推進法の一部改正
地域脱炭素ロードマップ
脱炭素先行地域を作る

脱炭素の基盤となる重点対策の全国実施
カーボンニュートラルに向けた投資促進税制
自動車の電動化推進

再生可能エネルギー特別措置法の改正
エネルギーの使用の合理化等に関する法律の一部改正
脱炭素化支援機構の設立

この調査の詳細はこちら

この調査の詳細はこちら

商品概要

発刊日:2022年12月21日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_40pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 55,000円

企業ライセンス版PDF 82,500円

グループライセンス版PDF 137,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら
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分譲マンションの居住実態・管理課題・関連サービス等に関するアンケート調査

D-1 1/4

本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

分譲マンションの世帯主1,115名に対するアンケート調査結果

マンション管理組合の理事会メンバー経験者(2020年1月以降就任)205名に対するアンケート調査結果

上記の2つの調査対象より得た全35問のアンケート調査結果

分譲マンション管理組合の運営情報について定量的に把握したい方

分譲マンションの生活における問題意識やマンション関連サービスの利用意欲など世帯主の意識を定量的に分析したい方

上記を定量的に把握することで、新規の事業計画、営業戦略を立案し、事業拡大を図りたい方

アンケート項目と選択肢

以下、＜ア＞・・・アンケート内容 ＜選＞ ・・・選択肢 単一回答(SA)

1．マンション管理組合向けITサービスの導入棟数と導入率

アンケート対象者・集計方法

マンション管理組合の役職理事等※228名（2020年1月以降に就任)。

うち、有効回答205件の回答結果を分析。

※役職理事等：理事長、副理事長、会計理事、その他の役職理事、監事（役職なしの一般理事を除く理事会メンバー）

＜ア＞あなたが住んでいるマンションの「管理組合」で必要としているシステムまたはサービスはありますか。

1. WEBまたはアプリなどでの「理事会開催」システム／サービス（管理組合運営専用品）

2. WEBまたはアプリなどでの「総会開催」システム／サービス（管理組合運営専用品）

3. 理事会・総会の「議案書」のデータ配布システム／サービス（管理組合運営専用品）

4. 理事会・総会の「議事録」のデータ配布システム／サービス（管理組合運営専用品）

5. 管理会社への問合せ自動回答システム／サービス（マンション内での困りごとの問い合わせ）

6. マンション管理組合用会計管理システム／サービス

7. 自転車シェアリングシステム／サービス

8. 自動車シェアリングシステム／サービス 9. コインパーキング管理システム（自動車）

10. ITを利用した高齢者見守りシステム／サービス

＜選＞ ・導入済みである/ [未導入]とても必要としている/ [未導入]やや必要としている/ [未導入]どちらとも言えない/

[未導入]あまり必要がない/ [未導入]まったく必要がない/その他（廃止済など）

2．マンション管理組合が抱える問題（棟数ベース/該当率）

アンケート対象者・集計方法

マンション管理組合の役職理事等※228名（2020年1月以降に就任)。うち、有効回答205件の回答結果を分析。

※役職理事等：理事長、副理事長、会計理事、その他の役職理事、監事（役職なしの一般理事を除く理事会メンバー）

＜ア＞あなたが住んでいるマンションではどういった点にどの程度の問題がありますか。

＜選＞ 1.給排水管の老朽化が進んでいる

2. 大規模修繕工事が延期・未実施になっている(外壁工事を含むもの。機械式駐車場の修繕工事を除く)

3．マンション管理会社に対する問題意識（棟数ベース/該当率）

アンケート対象者・集計方法

マンション管理組合の役職理事等※228名(2020年1月以降に就任)。うち、有効回答205件の回答結果を分析。

※役職理事等：理事長、副理事長、会計理事、その他の役職理事、監事(役職なしの一般理事を除く理事会メンバー）

＜ア＞あなたが住んでいるマンションではどういった点にどの程度の問題がありますか。

1. 管理会社がマンション改善について提案しない 2. 管理会社が日常の問題点等の相談を聞かない 3. 管理会社が手配する管理人が仕事をしない

4. 管理会社の担当者が頻繁に変更されて安定しない 5. 管理会社の担当者の対応が時間がかかる 6. 管理委託費が高すぎる

7. 修繕・改修工事費が高すぎる 8. 必要性の低い修繕・改修工事を提案してくる

＜選＞ とてもそう思う/ややそう思う/どちらとも言えない/あまりそう思わない/まったくそう思わない/質問回答者に該当しない(管理会社を利用していな

い)/その他

4．マンション生活および設備に関する問題意識（棟数ベース/該当率)

アンケート対象者・集計方法

マンション管理組合の役職理事等※228名（2020年1月以降に就任)。うち、有効回答205件の回答結果を分析。

※役職理事等：理事長、副理事長、会計理事、その他の役職理事、監事（役職なしの一般理事を除く理事会メンバー）

＜ア＞あなたが住んでいるマンションではどういった点にどの程度の問題がありますか。

1. ペットマナーの悪い住人がいる 2.ゴミ捨てマナーの悪い住人がいる 3.喫煙マナーの悪い住人がいる 4.夜間の騒音問題が発生している

5.害虫問題が発生してる 6.外国人住民との付き合いでトラブルが発生している

7.近隣にマンション・ビルなどが建ち眺望権や日照権の問題が発生している 8.宅配ボックスの容量が足りていない

9.空き家が増加している 10.管理組合の理解を得ずに民泊運営している住戸がある

＜選＞とても問題/やや問題/どちらともいえない/あまり問題でない/全く問題でない/問題を議論したことがない/把握していない/その他

3. 管理組合役員のなり手が不足している 4. 管理組合の会計財務状況が厳しい(管理費・修繕積立金の不足など）

5. マンション管理組合が加入する保険料が上昇している 6. マンション所有者の管理費等の滞納・未納が発生している

7. 高齢者の独居住戸が増加している 8. 所有者不明の住戸が発生している(相続した人が分からないなど）

9. マンション棟内の治安が悪化している 10. 住んでいるマンションの査定価値が低下している

＜選＞とても問題になっている/やや問題になっている/どちらともいえない/あまり問題になっていない/全く問題になっていない(問題が起きていない)/

問題について議論したことがない(今後問題視される可能性を含む）/状況を把握しておらずわからない/その他(廃止済など)

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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5．機械式駐車場に関する問題意識（棟数ベース/該当率）

アンケート対象者・集計方法

マンション管理組合の役職理事等※228名（2020年1月以降に就任)。うち、有効回答205件の回答結果を分析。

※役職理事等：理事長、副理事長、会計理事、その他の役職理事、監事（役職なしの一般理事を除く理事会メンバー）

＜ア＞あなたが住んでいるマンションではどういった点にどの程度の問題がありますか。(駐車場・駐輪場に関連して）

1. 機械式駐車装置修繕が延期・未実施になっている 2. ゴミ捨てマナーの悪い住人がいる 3. 機械式駐車場の稼働率が低い

4. 駐車場で無断駐車・迷惑駐車問題が発生している 5. 駐車場の自動車へのいたずら問題が発生している

6. 駐車場に電気自動車を充電できる駐車スペースがない／不足している

7. 駐車場に来客自動車の駐車スペースがない／不足している

<選＞とても問題/やや問題/どちらともいえない/あまり問題でない/全く問題でない/問題を議論したことがない/把握していない/質問回答者

に該当しない(駐車場がない・駐輪場がない・機械式駐車場がない)

6．マンションの階層帯の構成比（戸数帯別）

アンケート対象者・集計方法

マンション管理組合の役職理事等※228名（2020年1月以降に就任)。うち、有効回答205件の回答結果を分析。

※役職理事等：理事長、副理事長、会計理事、その他の役職理事、監事（役職なしの一般理事を除く理事会メンバー）

＜ア＞あなたが住んあなたが住んでいるマンション棟の総戸数をお選びください

<選＞ 1～9戸/ 10～19戸/20～29戸/30～39戸/40戸～49戸/50～59戸/60～69戸/70～79戸/80～89戸/90～99戸/100～149戸/150～199戸/200

～299戸/300～399戸/400～499戸/500戸以上/わからない

＜ア＞あなたが住んでいるマンション棟の高さをお選びください

<選＞ 1階建て/2階建て/3階建て/4階建て/5階建て/6階建て/7階建て/8階建て/9階建て/10階建て/11階建て/12階建て/13階建て/14階建て/15

階建て/16階建て/17階建て/18階建て/19階建て/20階建て以上/わからない

7．マンション管理員の交代頻度（戸数帯別）

アンケート対象者・集計方法

マンション管理組合の役職理事等※228名（2020年1月以降に就任)。うち、有効回答205件の回答結果を分析。

※役職理事等：理事長、副理事長、会計理事、その他の役職理事、監事（役職なしの一般理事を除く理事会メンバー）

＜ア＞あなたが住んあなたが住んでいるマンション棟の総戸数をお選びください

<選＞ 1～9戸/ 10～19戸/20～29戸/30～39戸/40戸～49戸/50～59戸/60～69戸/70～79戸/80～89戸/90～99戸/100～149戸/150～199戸/200

～299戸/300～399戸/400～499戸/500戸以上/わからない

＜ア＞あなたが住んでいるマンションの管理人はどれくらいの頻度で変わっていますか︖

頻繁に交代している（数カ月単位）/1～2年単位で交代している/3～4年単位で交代している/5年以上長期継続している/

管理人がいない/わからない

8．マンション維持運営に対する不安意識（築年数帯別）

アンケート対象者・集計方法

マンション管理組合の役職理事等※228名（2020年1月以降に就任)。うち、有効回答205件の回答結果を分析。

※役職理事等：理事長、副理事長、会計理事、その他の役職理事、監事（役職なしの一般理事を除く理事会メンバー）

＜ア＞ 2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞築10年未満/築10～19年/築20～29年/築30年～39年/築40年以上/わからない

＜ア＞あなたが住んでいるマンションに不安を感じていますか。

<選＞ 30年以上安心している/20年後が不安/10年後が不安/既に不安である/わからない

9～18．マンション関連サービスの利用意欲

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

＜ア＞マンションの不動産サービスや住生活支援サービスで利用してみたいものはありますか。

➀マンション価格の自動査定サービス ②マンション価格の一括査定サービス ③リースバック ④ハウスクリーニング

⑤家事代行 ⑥介護支援 ⑦定期食事宅配 ⑧高齢者見守り ⑨家具・家電レンタル ⑩カーシェアリング

<選＞実際に利用したことがある/利用してみたい/どちらとも言えない/利用したいと思わない/サービスの内容を把握していない

19．マンション世帯主の年代（築年数帯別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

＜ア＞ 2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞ 10年未満/10～19年/20～29年/30～39年/40年以上/わからない

20．マンションの階層帯構成比（築年数帯別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答

結果を分析。

＜ア＞ 2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞築10年未満/築10～19年/築20～29年/築30年～39年/築40年以上/わからない

＜ア＞あなたが住んでいるマンション棟の高さをお選びください。

<選＞ 1階建て/2階建て/3階建て/4階建て/5階建て/6階建て/7階建て/8階建て/9階建て/10階建て/11階建て/12階建て/13階建て/14

階建て/15階建て/16階建て/17階建て/18階建て/19階建て/20階建て以上/わからない

※＜ア＞・・・アンケート内容 ＜選＞ ・・・選択肢 単一回答(SA)

分譲マンションの居住実態・管理課題・関連サービス等に関するアンケート調査

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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21．マンションの駐車場形態（築年数帯別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答

結果を分析。

＜ア＞ 2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞築10年未満/築10～19年/築20～29年/築30年～39年/築40年以上/わからない

＜ア＞あなたのマンションでは機械式駐車場が設置されていますか。また分かる範囲で、稼働率を教えてください。

<選＞[機械式駐車場]稼働率80～100%/[機械式駐車場]稼働率60～79%/ [機械式駐車場]稼働率40～59%

[機械式駐車場]稼働率40％未満/[機械式駐車場]稼働率不明/屋外の平置駐車場のみ/建物内の自走式立体駐車場のみ（螺旋・地下・一

階）/駐車場なし/その他

24．マンション管理会社別築年数帯構成比

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

＜ア＞ 2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞築10年未満/築10～19年/築20～29年/築30年以上/わからない

＜ア＞あなたの「マンション管理組合」は、どのマンション管理会社をご利用でしょうか︖

<選＞日本ハウズイング/大京アステージ/長谷工コミュニティ/東急コミュニティー/三菱地所コミュニティ

大和ライフネクスト/三井不動産レジデンシャルサービス/住友不動産建物サービス/野村不動産パートナーズ/その他

25．マンション階層帯構成比（全国/地域別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

＜ア＞あなたが住んでいるマンション棟の高さをお選びください。

<選＞ 1階建て/2階建て/3階建て/4階建て/5階建て/6階建て/7階建て/8階建て/9階建て/10階建て/11階建て/12階建て/13階建て/14階建て/15階

建て/16階建て/17階建て/18階建て/19階建て/20階建て/わからない

26．マンション区分所有者の年代構成比（全国/地域別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

アンケート内容

当調査については、上記有効回答者1,115名の年齢・居住地域情報より整理・分析。（個別の設問はなし）

22．マンションの機械式駐車場稼働率（築年数帯別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答

結果を分析。

アンケート内容と選択肢➀ 単一回答(SA)

＜ア＞ 2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞築10年未満/築10～19年/築20～29年/築30年～39年/築40年以上/わからない

＜ア＞あなたのマンションでは機械式駐車場が設置されていますか。また分かる範囲で、稼働率を教えてください。

<選＞[機械式駐車場]稼働率80～100%/[機械式駐車場]稼働率60～79%/ [機械式駐車場]稼働率40～59%

[機械式駐車場]稼働率40％未満/[機械式駐車場]稼働率不明/屋外の平置駐車場のみ/建物内の自走式立体駐車場のみ（螺旋・地下・一

階）/駐車場なし/その他

23．マンションの空室率（築年数帯別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答

結果を分析。

＜ア＞2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞築10年未満/築10～19年/築20～29年/築30年～39年/築40年以上/わからない

＜ア＞あなたのマンションでは、空き家はありますか︖また分かる範囲で、空室率を教えてください。

<選＞空室なし／ほとんどない（空室率：5%未満）/ある（空 室率：5～19%）/ある（空室率：20～39%）

ある（空室率：40～69%）/ある（空室率：70%以上）/わからない

27．マンション築年数帯構成比（全国/地域別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答

結果を分析。

アンケート内容と選択肢 単一回答(SA)

＜ア＞ 2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞ 10年未満/10～19年/20～29年/30年以上/わからない

28．マンション購入形態構成比（全国/地域別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

アンケート内容と選択肢 単一回答(SA)

＜ア＞あなたはどの形態の住居に住んでいますか。

<選＞[持ち家]マンション（新築を購入）/[持ち家]マンション（中古を購入）/[持ち家]マンション（リノベーション済を購入）/[持ち家]マン

ション（他・相続または親と同居など）

※＜ア＞・・・アンケート内容 ＜選＞ ・・・選択肢 単一回答(SA)

分譲マンションの居住実態・管理課題・関連サービス等に関するアンケート調査

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら
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29．マンション空室率構成比（全国/地域別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果

を分析。

＜ア＞ 2022年3月末時点での築年数を教えてください。

<選＞築10年未満/築10～19年/築20～29年/築30年以上/わからない

＜ア＞あなたのマンションでは、空き家はありますか。また分かる範囲で、空室率を教えてください。

<選＞空室なし／ほとんどない（空室率：5%未満）/ある（空 室率：5～19%）/ある（空室率：20～39%）/ある（空室率：40～69%）/

ある（空室率：70%以上）/ わからない

＜ア＞あなたが取得したマンション住戸の購入費用（税込）をお選びください。

<選＞ 1億円以上/8,000万円～1億円未満/7,000万円～8,000万円未満/6,000万円～7,000万円未満/5,000万円～6,000万円未満/4,000万円～5,000万円未満

/3,000万円～4,000万円未満/2,000万円～3,000万円未満/1,000万円～2,000万円未満/1,000万円未満/わからない・回答不可/購入していない（相続など）

33．マンション購入価格帯構成比（年代別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

＜ア＞あなたが取得したマンション住戸の購入費用（税込）をお選びください。

<選＞ 1億円以上/8,000万円～1億円未満/7,000万円～8,000万円未満/6,000万円～7,000万円未満/5,000万円～6,000万円未満/4,000万円～5,000万円未満/ 

3,000万円～4,000万円未満/2,000万円～3,000万円未満/1,000万円～2,000万円未満/1,000万円未満/わからない・回答不可/購入していない（相続など）

35．マンション管理組合へのかかわり方（年代別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

＜ア＞あなたのお宅は「管理組合」にどのように関わっていますか︖-現在の関わり（最もあてはまるもの）

<選＞ 1. [理事会メンバー]理事長/ 2. [理事会メンバー]副理事長/3. [理事会メンバー]会計理事/4. [理事会メンバー]その他の役職理事（防災担当理事な

ど）/ 5. [理事会メンバー]理事（役職なしの一般理事）/ 6. [理事会メンバー]監事/ 7. 一般の組合員組合費を支払っている）/ 8. 一般の組合員（組合費

を支払っていない）/ 9. 管理組合がない/ 10. 管理組合に入っていない（管理組合はある）/ 11. その他/12. わからない

30．マンションの駐車場形態構成比（全国/地域）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

＜ア＞あなたのマンションでは機械式駐車場が設置されていますか。また分かる範囲で、稼働率を教えてください。

<選＞[機械式駐車場]稼働率80～100%/[機械式駐車場]稼働率60～79%/ [機械式駐車場]稼働率40～59%

[機械式駐車場]稼働率40％未満/[機械式駐車場]稼働率不明/屋外の平置駐車場のみ/建物内の自走式立体駐車場のみ（螺旋・地下・一階）/駐車場

なし/その他

31．機械式駐車場稼働率構成比（全国/地域別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、機械式駐車場が設置されているとした回答者

の有効回答540件の回答結果を分析。

＜ア＞あなたのマンションでは機械式駐車場が設置されていますか。また分かる範囲で、稼働率を教えてください。

<選＞[機械式駐車場]稼働率80～100%/[機械式駐車場]稼働率60～79%/ [機械式駐車場]稼働率40～59%

[機械式駐車場]稼働率40％未満/[機械式駐車場]稼働率不明/屋外の平置駐車場のみ/建物内の自走式立体駐車場のみ（螺旋・地下・一階）/

駐車場なし/その他

32．マンション購入価格帯構成比（年収帯別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

ご担当者様へ

旧態依然とした分譲マンションの管理運営では、時代の変化に対応できず、様々な課題を生じさせております。
課題解決に繋がる各種サービス・ITソリューションのニーズを的確に捉えるために、今回の調査結果をご活用ください。

商品概要

発刊日:2023年3月31日

制 作:ちいさな管理

（アックスタイムズ・パートナー）

体 裁:PDF_Slide16:9

税込価格

「axetimes Plus」にて設問単位で販売

しております。

34．マンション購入価格帯構成比（全体/地域別）

アンケート対象者・集計方法

全国の18歳～99歳の男女2,000人を対象としたアンケートより分譲マンションの世帯主を抽出し、そのうち有効回答1,115件の回答結果を分析。

＜ア＞あなたが取得したマンション住戸の購入費用（税込）をお選びください。

1億円以上/8,000万円～1億円未満/7,000万円～8,000万円未満/6,000万円～7,000万円未満/5,000万円～6,000万円未満/4,000万円～5,000万円未

満/3,000万円～4,000万円未満/2,000万円～3,000万円未満/1,000万円～2,000万円未満/1,000万円未満/わからない・回答不可/購入していない

（相続など）

分譲マンションの居住実態・管理課題・関連サービス等に関するアンケート調査

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

住生活支援サービス利用者の生活動態アンケート調査

D-2

全11分野49項目について、有効回答者330件の回答結果、および回答者の基本属性情報

住生活関連サービス利用者の生活動態に関する定量情報

「計画的に買い物をするor衝動買いをよくする」など、普段の生活における意識に関する調査結果

一般消費者の生活動態を定量的に把握したい方

住生活に関するサービス、ソリューションの企画をする立場の方

新規の事業計画、営業戦略を立案し、事業拡大を図りたい方

調査設計
調査対象者の抽出条件
「生活動態に関するエリア別アンケート調査」において、下記の住生活
支援サービスのいづれかを定期的に利用していると回答※した方
※2018年以前から利用している/2019年から利用している/2020年から利用してい

る/2021年から利用している/2022年から利用している

対象とした住生活支援サービス

➀家事代行サービス(家事全般)

②ハウスクリーニングサービス(清掃専門家事)

③訪問介護サービス

④高齢者等見守りサービス

⑤健康管理支援サービス

(健康管理データをベースにし生活改善支援アドバイス)

⑥ホームセキュリティサービス/カーシェアリングサービス

⑦食事宅配サービス

⑧託児サービス

⑨オンライン学習サービス(自己啓発・プログラミング・語学など)

新型コロナウイルスによって、人々の生活動態は大きく変化し、価値観もいっそう多様化しています。
Withコロナ時代に合った事業計画、営業戦略を策定するために、定量分析可能な情報としてご活用ください。

商品概要

発刊日:2023年2月1日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:EXCEL

税込価格

事業所ライセンス版EXCEL 66,000円

企業ライセンス版EXCEL 99,000円

グループライセンス版EXCEL 165,000円

アンケート項目と選択肢

以下、＜ア＞・・・アンケート内容 ＜選＞ ・・・選択肢 単一回答(SA)

Ⅰ. 世帯人数について

＜ア＞あなたの世帯人数(ご自身を含む住居及び生計を共にする方の人数)をお選

びください。

＜選＞1名/2名/3名/4名/5名/6名/7名/8名以上/回答不可

Ⅱ. 性別と同居家族について

＜ア＞あなたご自身の性別と同居家族について、あてはまるものをお選び

ください。

＜選＞男性(未婚)/ 男性(配偶者と同居)/ 男性(配偶者と別居)/女性(未婚)/

女性(配偶者と同居)/女性(配偶者と別居)

Ⅲ. 職業について

＜ア＞職業を選択してください。

➀あなたご自身(男性)②あなたご自身(女性)③配偶者(夫)④配偶者(妻)

＜選＞正社員/契約・派遣社員/役員/公務員/自営業/フリーランス/士業/医師・

医療関係者/パート・アルバイト/主婦・主夫/無職(主婦・主夫以外)/ 不明・他

Ⅳ. 職場について

＜ア＞あなたは主にどのような職場で働いていますか︖

＜選＞(屋内)ビル・事務所 /(屋内)店舗(小売・飲食など)/(屋内)工場・作業場/(屋内)

倉庫/(屋内)学校/(屋内)宿泊施設/(屋内)病院・診療所/(屋内)福祉施設/(屋内)自宅

※コロナ渦でない時も自宅で働く方/(屋内)その他/(屋外)農林水産/(屋外)運送

/(屋外/建築現場/(屋外)保守・点検/(屋外)その他 /仕事はしていない

Ⅴ. 仕事をしている曜日について

＜ア＞仕事をしている曜日について、あてはまるものをお選びください。

➀あなたご自身(男性)②あなたご自身(女性)③配偶者(夫)④配偶者(妻)

＜選＞主に平日のみ/主に平日だが、土日祝も月1回以上仕事をすることが多

い/土日祝は基本的に仕事をしている(平日は仕事の日と休みの日がある)/ 不定期

で決まっていない/その他

Ⅵ. 仕事をしている曜日について

＜ア＞普段仕事をしている主な時間帯をすべてお選びください。

➀あなたご自身(男性)②あなたご自身(女性)③配偶者(夫)④配偶者(妻)

＜選＞午前(5:00～12:00)/午後(12:00～18:00)/ 夜間(18:00～22:00)/深夜(22:00～

05:00)/不規則で日によって違う/その他

Ⅶ. 片道の通勤時間について

＜ア＞片道の通勤にかかっている時間をお選びください。

➀あなたご自身(男性)②あなたご自身(女性)③配偶者(夫)④配偶者(妻)

＜選＞通勤していない(しないことが多い)/30分以内/31分～60分/61分～90分

/91分～120分/121分以上/その他・わからない

Ⅷ. 残業(2時間以上)の頻度について

＜ア＞2時間以上の残業が発生する日はありますか︖ある場合は頻

度を教えてください。

➀あなたご自身(男性)②あなたご自身(女性)③配偶者(夫)④配偶者(妻)

＜選＞まったく無い/ほとんど無い/週1～2日程度/週3～4日程度/ほ

ぼ毎日(週5回程度)/その他・わからない

Ⅸ. 兼業・副業による月収入について

＜ア＞副業・兼業をしていますか︖している場合は、 2021年の月平

均「所得(売上ー経費)」をお答えください。

➀あなたご自身(男性)②あなたご自身(女性)③配偶者(夫)④配偶者(妻)

＜選＞副業・兼業をしていない/月1万円未満/月1万円～2万円未満/

月2万円～5万円未満/月5万円～10万円未満/月10万円以上/その他・

わからない

Ⅹ. 食事の頻度について

＜ア＞あなたの食事の頻度をそれぞれお答えください。

➀[朝食］自分や家族が調理したものを家で食べる頻度

②[朝食］購入した調理済みの食品を家で食べる頻度

③[朝食］外食(飲食店で食べる)頻度

④[朝食］家や飲食店以外(職場や学校、移動中など)で食べる頻度

⑤[昼食］自分や家族が調理したものを家で食べる頻度

⑥[昼食］購入した調理済みの食品を家で食べる頻度

⑦[昼食］外食(飲食店で食べる)頻度

⑧[昼食］家や飲食店以外(職場や学校、移動中など)で食べる頻度

⑨[夕食］自分や家族が調理したものを家で食べる頻度

⑩[夕食］購入した調理済みの食品を家で食べる頻度

⑪[夕食］外食(飲食店で食べる)頻度

⑫[夕食］家や飲食店以外(職場や学校、移動中など)で食べる頻度

＜選＞ほぼ毎日/週に4～5日/週に2～3日/週に1日/月に2～3日/

月に1日/月に1日未満/このように食事はしない

Ⅺ. 生活の意識について

＜ア＞普段の生活におけるあなたの意識として、あてはまる

ものをお選びください。

➀A:計画的に買い物をする/ B:衝動買いをよくする

②A:出費を減らしたい/ B:収入を増やしたい

③A:できるだけ安く済ませたい/ B:高くても品質のよいもの

を選びたい

④A:将来に備えたい/ B:今を楽しみたい

⑤A:お金や資産が重要だ/ B:時間の確保が重要だ

⑥A:時間に余裕がある方だ/ B:毎日が忙しい

⑦A:自分の力でやりたい/ B:得意な人の力を借りたい

⑧A:ひとりでいるのが好き/ B:人と一緒にいるのが好き

⑨A:新商品に興味がない/ B:新商品を早く買いたい

⑩A:流行に流されたくない/ B:流行に乗りたい

＜選＞ ※[マトリクスSD法による調査］

Aに近い/どちらかといえばAに近い/どちらともいえない/

どちらかといえばBに近い/Bに近い

回答者属性情報

ID/年齢/性別/エリア/都道府県/結婚(未婚・既婚)/職業/業種/世

帯年収(100万円単位)/居住形態/子供(有無)

上記に加え、 「生活動態に関するエリア別アンケート調査」

における回答結果(6分類51項目)も併記

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

axetimes Report

生活動態に関するエリア別アンケート調査［報告書版］

D-3

平日/休日の時間の使い方、生活費の使い方など生活習慣に関する定量情報

生活面の困りごと、住生活支援サービスの利用状況に関する定量情報

「関東エリア」、「中部エリア」、「関東エリア」、「その他エリア」に分けた定量的な比較分析

一般消費者の生活動態を定量的に把握したい方

住生活に関するサービス、ソリューションの企画をする立場の方

新規の事業計画、営業戦略を立案し、事業拡大を図りたい方

新型コロナウイルスは人々の生活を一変させる力を持ったできごとでした。
Withコロナ時代に合った事業計画、営業戦略を策定するために、定量分析可能な情報としてご活用ください。

商品概要

発刊日:2023年2月1日

制 作:アックスタイムズ株式会社

体 裁:PDF_Slide16:9_57pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 99,000円

企業ライセンス版PDF 148,500円

グループライセンス版PDF 247,500円

Ⅰ. 平日の時間の使い方(1日あたり)

1.平日(または仕事がある日)に「朝食」にかける1日あたりの時間

2.平日(または仕事がある日)に「昼食」にかける1日あたりの時間

3.平日(または仕事がある日)に「夕食」にかける1日あたりの時間

4.平日(または仕事がある日)に「睡眠」にかける1日あたりの時間

5.平日(または仕事がある日)に「通勤時間(往復) 」にかける1日あたりの時間

6.平日(または仕事がある日)に「家事(買い物含む) 」にかける1日あたりの時間

7.平日(または仕事がある日)に「育児」にかける1日あたりの時間

8.平日(または仕事がある日)に「介護」にかける1日あたりの時間

9.平日(または仕事がある日)に「好きに使える時間」にかける1日あたりの時間

Ⅱ.平日の時間の使い方(1週間合計)

1.平日(または仕事がある日)に「本業以外の仕事(兼業・副業) 」にかける1週間あたりの時間

2.平日(または仕事がある日)に「投資・投資関連の情報収集」にかける1週間あたりの時間

3.平日(または仕事がある日)に「SNSの投稿・閲覧」にかける1週間あたりの時間

4.平日(または仕事がある日)に「学習・自己啓発(仕事関連も含む) 」にかける1週間あたりの時間

5.平日(または仕事がある日)に「目的のある情報収集」にかける1週間あたりの時間

6.平日(または仕事がある日)に「目的を持たずに何気なく過ごす時間」にかける1週間あたりの時間

7.平日(または仕事がある日)に「目的を持って意識的に行っている趣味」にかける1週間あたりの時間

8.平日(または仕事がある日)に「外出(ショッピング・外食・娯楽など) 」にかける1週間あたりの時間

Ⅲ.休日の時間の使い方(1か月あたり)

1.休日(仕事が無い日)に「本業以外の仕事(兼業・副業) 」にかける1か月あたりの時間

2.休日(仕事が無い日)に「投資(投資関連の情報収集含む) 」にかける1か月あたりの時間

3.休日(仕事が無い日)に「SNSの投稿・閲覧」にかける1か月あたりの時間

4.休日(仕事が無い日)に「学習・自己啓発(仕事関連も含む) 」にかける1か月あたりの時間

5.休日(仕事が無い日)に「目的のある情報収集」にかける1か月あたりの時間

6.休日(仕事が無い日)に「目的を持たずに何気なく過ごす時間」にかける1か月あたりの時間

7.休日(仕事が無い日)に「目的を持って意識的に行っている趣味」にかける1か月あたりの時間

8.休日(仕事が無い日)に「外出(ショッピング・外食・娯楽など) 」にかける1か月あたりの時間

Ⅳ.世帯(家族)がかける金額(1か月あたり)

1.あなたの世帯(家族)が「家賃」または「住宅ローン返済額」にかける1か月あたりの金額

2.あなたの世帯(家族)が「貯金」にかける1か月あたりの金額

3.あなたの世帯(家族)が「食費」にかける1か月あたりの金額

4.あなたの世帯(家族)が「定期購読してる新聞・雑誌」にかける1か月あたりの金額

5.あなたの世帯(家族)が「大人向けのオンライン学習サービス」にかける1か月あたりの金額

6.あなたの世帯(家族)が「子供の習い事」にかける1か月あたりの金額

7.あなたの世帯(家族)が「趣味」にかける1か月あたりの金額

8.あなたの世帯(家族)が「クレジットカード利用額」にかける1か月あたりの金額

Ⅴ.生活面で困っていること
1.生活面で「近くに買い物をするところがない」ことに困っている割合

2.生活面で「近くに介護施設がない」ことに困っている割合

3.生活面で「近くに病院・診療所がない」ことに困っている割合

4.生活面で「近くに公共交通機関がない」ことに困っている割合

5.生活面で「近くに子供を預ける場所がない」ことに困っている割合

6.生活面で「近くに学べるところがない」ことに困っている割合

7.生活面で「近くに働く場所がない」ことに困っている割合

8.生活面で「近くに金融機関がない」ことに困っている割合

Ⅵ. 住生活支援サービスの利用状況
1.「家事代行サービス(家事全般) 」を定期的に利用している割合

2. 「ハウスクリーニングサービス(清掃専門家事) 」を定期的に利用している割合

3. 「訪問介護サービス」を定期的に利用している割合

4. 「高齢者等見守りサービス」を定期的に利用している割合

5. 「健康管理支援サービス」を定期的に利用している割合

6. 「ホームセキュリティサービス」を定期的に利用している割合

7. 「カーシェアリングサービス」を定期的に利用している割合

8. 「食事宅配サービス」を定期的に利用している割合

9. 「託児サービス」を定期的に利用している割合

10. 「オンライン学習サービス」を定期的に利用している割合

アンケート項目と選択肢

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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本レポートから得られる内容 こうした方にオススメ

ご担当者様へ

コンテンツを探す

コンテンツを探す

分譲マンションの新築着工戸数フローおよびストックの現状分析と将来予測

D-4

分譲マンションのストック数のこれまでと今後の予測

地域別ストック数のこれまでと今後の予測

築年数別ストック数のこれまでと今後の予測

分譲マンション市場を把握したいデベロッパー・建設業者・設備メーカー

分譲マンションのストック数を把握したいマンション管理会社

分譲マンションの高経年化データを把握したいIT会社

市場分析編 1.分譲マンションの地域別フロー推移

2.分譲マンションの地域別フロー構成比

3.分譲マンションの地域別ストック推移

4.分譲マンションの地域別ストック構成比

5.分譲マンションの築年数別ストック推移

6.分譲マンションの築年数別ストック構成比

2030年度には約50%の分譲マンションが築30年以上になることが予測されています。
マンション大高経年化時代はすでに始まっており、本調査のデータ提供を通じて社会課題を解決する事業開発をご支援できれば幸いです。

axetimes Report

マンション管理に関する政策的トレンド 分譲マンションの市況を把握したい金融会社

政策動向編 7.分譲マンションの制度設計の流れ（1960年頃～現在）

8.分譲マンションの再生化に関する支援施策

9.マンション管理計画認定制度開始

10.老朽化した分譲マンションの建替え・滅失状況

11.分譲マンションの高経年化と関連ビジネスの創造

商品概要

発刊日:2022年12月22日

制 作:ちいさな管理

（アックスタイムズ・パートナー）

体 裁:PDF_Slide16:9_17pages

税込価格

事業所ライセンス版PDF 33,000円

企業ライセンス版PDF 49,500円

グループライセンス版PDF 82,500円

この調査の詳細またはお見積・ご購入はこちら

この調査の詳細または
お見積・ご購入はこちら

PDF画面で「クリック」できます
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